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厚労省「介護予防・日常生活支援総合事業の充実に向けた検討会」参考資料  
日常生活支援や介護予防等に関する提言 

CLC 池田昌弘（2023.5.17） 
 
 全国各地の大都市、地方都市、商工業地域、集合住宅団地・戸建て団地、農山漁村、中山
間地、離島等を歩くなかで、地域のつながりの希薄化の一方で、地域住民のもつ「つながり・
気にかけ・支え合う」力を実感してきた。 

とくに、中心部から最も遠い厳しい条件の地域ほど、地域の結束力は高く、「何かあって
も、ここまでは役場も来てくれないから」と、高齢者も参加して、なんとかみんなで助け合
って暮らしを維持している。なぜかを問うてみると、制度・サービスが整う何百年、それこ
そ千年も前から、苦労に苦労を重ねて助け合って暮らして来たという。以前に比べ人口も減
り、関係も希薄化したので、今後いつまでできるか不安だけれど、気にかけ、支え合ってい
きたいという声を聞く。 

都会にあっても、隣近所を気にかけている人は思いのほか、いるものだ。事件事故が起こ
るたびにマスコミで紹介されるご近所の人たちのなかに、「あの人（家）のことは最近ちょ
っと気になっていたのよ」というものが少なくない。こうした気になることを、たとえば民
生委員や地域包括支援センターにつながっていたらと思うことがある。 
 自治会長や民生委員、通いの場のリーダー、協議体のメンバーなどからよく聞く話のなか
に、「行政、包括、社協の人たちがニコニコして地域にやってきたら気をつけろ！また何か
やらされるぞ！」というものがある。その一方で、生活支援コーディネーターからの最も多
い相談は、「住民の主体的な活動を、どうやらせたらいいですか」というもの。どこか、お
かしいことになっているような気が、私はしている。 
 住民一人ひとりに丁寧に暮らしぶりを聞いてみると、それぞれに自己流だったりするけ
れど健康法があり、また困った時に助け合える仲間とのつながりもたいせつにしている。そ
ういう話をお聞きし、それって凄いことですよとお伝えすると、「そうだろう！だから昔か
らやっているのよ」と返ってくる。住民との信頼関係を構築した先に、日常生活支援や介護
予防の活動は生み出されるものなのに、相手の暮らしぶりも聞かずに、「こんなことがたい
せつなんですよ」と、行政や専門職から言われてしまったら住民は、「そうなんですね。じ
ゃあそれやってみますかね」としか言えません。それが悪いことばかりではないことは理解
できるけれど、これをもって「住民主体」「住民主体」と言われてしまうと、どこか「やら
され感」が拭えないのも事実。 
 専門職も一住民としての目線で、自分のまちの、それぞれに歴史のある地域ごとに、丁寧
に住民と関わり、暮らしぶりや思いを見聞きして、ふだんの暮らしのなかで行っている健康
法や、ご近所や仲間とのつながりや気にかけ、支え合う姿から、何ができていて、何を支援
すればいいのかを見極める、そんなことがたいせつなのに、と思うことが増えてきた。 
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【コロナ禍の 3 年を経て、人口減少を実感し始めた最近気になる世の中の変化】 
〇 「サロンを解散して、サロンを新たにつくる」という現象  
  全国各地で聞こえてくる現象のひとつ。一旦解散して、新たなサロンを始める、という

もの。どういうことか。「お金も縛りも要らないので、自由にやらせて」ということの 
ようだが、皆忙しいという背景がある。しかし、サロンの意味や意義を認識しているから、 
主体的に継続するというのだ。多くは、日中は忙しいので、参加する仲間の都合の良い早
朝とか食事の終わった夜とかに集まって、ウオーキングをしたりランチ会をファミレス
で開いたり。このなかには、社会参加も身体活動も栄養も含まれます。これらをサロンと
認めれば、わざわざ集めなくてもいいのに、と思う。 

 
〇 「認定されたサロンがない地域でも、サロンのような場はあるのよね」という声 
  これもまた、全国各地で聞く話。働きかけてもサロンが創出されない地域があるという

相談を受けて、その地域の状況を聞いてみると、「公園に集ってラジオ体操やグランド 
ゴルフを楽しんでいるグループがある」「自宅の園庭を開放して、仲良しグループで健康
づくりをしている人たちがいる」「市営住宅のベンチやスーパーマーケットのフードコー
ト、喫茶店に集って、毎日のようにおしゃべりに興じる仲良しグループがある」という。 
サロンのような場はこんなにもたくさんあるんじゃないか、と思う。 

市内に何百店もの喫茶店があるというまちで聞いた話。この地の住民は、毎日のように
喫茶店に集い、おしゃべりで情報交換、食事で栄養摂取、車を運転できる人に相乗りして
ついでの買いもの、ちょっと困ったことがあれば支え合う、という。住民が毎日通うこと
で喫茶店の常設を支え、喫茶店のスタッフと客同士が、お互いを気にかけ見守っている。
まさに喫茶店はサロンそのものなのだが、そういうなかでも「サロンをつくりましょう」
という働きかけは、喫茶店や自主サロンの営業妨害・活動妨害となっていやしないか。 

地域の生活文化を壊さないように、まずは住民の暮らしぶりとその意味や価値を知る
ことから始めたい。 

 
〇 「大好きな畑仕事やグランドゴルフは、サロンやデイサービス機能と同等」という視点 
  本人は「大好きな畑仕事を続けたい」「三度の飯よりも大好きなグランドゴルフに行き
たい」という思いがあっても、家族はそこで何かあったら心配、誰かに迷惑がかかったら申
し訳ないという思いから、サービスに結びつけがち。そうしたなか、地域包括支援センター
やケアマネジャー、生活支援コーディネーター等が、家族や周りの関係する人たちと話し合
い、畑仕事やグランドゴルフなどを継続できている人がいる。 
  畑仕事、グランドゴルフを楽しむ仲間が、見守り、手伝い、自宅と畑や公園の間の行き

来を同伴してくれるなどして、これまでの暮らしを継続している人がいる。 
  家族や専門職・事業所の理解で、本人の望む暮らしを継続できるようにしたい。 
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〇 「〇〇をつくったので、自宅まで取りに来て！」という住民流の相談とその対応！ 
生活支援コーディネーターなどに、「てんぷらつくったから」あるいは、「野菜を収穫し

たから、自宅まで取りに来て！」といった電話がしょっちゅうあるという。駆けつけてみ
ると、「ところでさ、近所にこんな方がいるんだけど、あなたどう思う？」といった相談
が、必ずと言っていいほどついてくるのだ、という。「役場や包括、社協の窓口にまでわ
ざわざ行って相談するような内容ではないと思うんだけれど、しかし気になる。だから、
あなたにだったら相談できると思って」といった具合に相談される、という。 
やはり住民にとって、相談機関の敷居が高いのだ。なかなか気軽にとはいかない。しかし、
こうしたご近所のちょっとした気になることを、周りが気づくことで、おおごとを生み出
さないセーフティネットになるはず。 

  地域に出かけることを制限されている生活支援コーディネーター等では、こうした住
民との関係を構築できないので、そもそもこんな関係も生まれない。 

効率のいい人間関係のつくり方も地域づくりもないことを、肝に銘じたい。 
 
〇 5 年 10 年 15 年先、サロンは「公民館」から「職場」へ変わる!? 
  人口減少のなかでも、生産年齢人口の減少が顕著になってきたという肌感覚が、全国を

歩いていると実感することが増えた。その意味で、生産年齢人口の減少の高い地域ほど、
労働者としての高齢者への期待は高い。猫の手も借りたいという事業者が、未経験であっ
ても高齢者に働いてほしい、そうでないと地域の産業さえ守れない、という。 

農山漁村の高齢者たちは、以前から夏場は忙しいので、あまり会議や行事を入れないで、
と話していたが、それがより顕著となっている。 

  地域差があると思うが、5 年 10 年 15 年後、いずれサロン等の通いの場は、公民館では
なく、職場となるのではないか。職場に通うことが運動になり、打ち合わせや会議、そし
て職員同士のランチや仕事上がりの一杯はサロン、ここでできた仲間との気にかけやち
ょっとした支え合いも生まれる。出勤日に職場に現れなければ、安否確認もしてくれ、翌
朝 9 時に出勤するとなれば深酒もできない。小金を稼げることで、年金を補うこともで
きる。こうして、通いの場が公民館から職場に代わることで、支え合いのネットワークが
強化される人も出てくるのではないか。 

  さらには、通いの場や生活支援サービスの創出にばかり目を向けていても、生産年齢 
人口の減少により、担い手の確保はより困難を極めることになる。速やかに、「つながり・
気にかけ・支え合い」を意識した地域づくりに着手しないと、孤独・孤立の予防も進まず、
支え合いの基盤も築けない。 
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〇 若者が高齢者になったときに支え合える社会を今から築くことが孤立・孤独を防ぐ 
  介護保険における事業なので、主たる対象は高齢者であることは理解できる。しかし、

つながりをうまく築けない若者は多く、子どもの頃からその体験を積み重ねることが、重
要になっている。車や電気、電話などのほか、制度・サービスが十分ではなかった時代か
ら、困ったときには支え合って生ききるための工夫や知恵、技・術を、それぞれの地域の
風土に合わせて受け継いできた。そうした高齢者の経験知を、若者に受け継ぐ、循環型の
地域づくりが求められている。 

  私たちは、なかなか「“助けて”と言えない」が、その前提には、「“他人に迷惑をかけて
はいけない”」と躾けられてきたという背景もある。他人に迷惑をかけるくらいなら、 
死んだほうがましだと言う方さえいる。支え合いとは、適度な迷惑のかけ合いで、支える
人と支えられる人とがいて成り立つが、支えられることが苦手では致命的である。 

  若いうちから「助けて」と言える、そして、助けてと言われたら、活躍できる訓練が今
求められている。 

  子育てママが勉強会に集中したいので、赤ちゃんの応援隊「ベビチアさん」を募集した
まちがある。募集を見て仲間に呼びかけ参加した 80 歳代の女性たちは、頼られてうれし
かったと言う。そしてママたちからは、ハツラツとしたばあちゃんたちを見て、他人に 
迷惑をかけることは悪いことではないんですね、と言う声が聞こえてきた。 
 頼られることが頼られた人の「活躍支援」となる、ということに気づいた瞬間でもある。 

 
〇 「つながり・気にかけ・支え合う地域の実現」は、１事業だけで実現することは難しい 
 「つながり・気にかけ・支え合う」地域の実現は、ひとつひとつの事業や一人ひとりの専

門職だけでは、成立しない。たとえば、つながり・気にかけ・支え合う地域の絵があると
して、その絵はジグソーパズルのように、何十、何百、何千もの多様な事業、多様な人（ピ
ース）によって成立している。だから、生活支援コーディネーターがそれを実現しようと
しても、生活支援体制整備事業という１ピース（制度）だけでは難しいのだが、それ以外
との協働がうまく進んでいない。 
 なにより地域とか暮らしとかは、元々複雑に成り立っているので、制度を狭く捉えての
運用では、なかなかうまくは進まない。 
 生活支援体制整備事業は、サロンや生活支援サービスの創出のみを行うものではなく、
「つながり・気にかけ・支え合う」地域づくりのための『体制整備（基盤）』であること
を再確認、再認識することが喫緊の課題となっている。 
 まずは、自分のまちの住民を信じ、住民の暮らしのなかにある「つながり・気にかけ・
支え合い」から学ぶところから始まる。 
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コロナ禍で考える「孤立させない」地域づくり第４号

自
分
た
ち
の
手
で

で
き
る
こ
と
を

竹
野
南
地
区
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

す
る
「
よ
つ
ば
の
会
」
代
表
の
冨
森
と
も

子
さ
ん
は
、
少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
が
進

む
竹
野
南
地
区
を
「
『
困
っ
た
』
と
言
い
続

け
る
の
で
は
な
く
、
何
か
で
き
る
こ
と
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
自
分
た
ち
の
手
で

で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
こ
う
」
と
考
え
、

年
ほ
ど
前
か
ら
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
職
員
を
交
え
て
話
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け
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テ
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は
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当
初
か
ら
、「
竹
野
南
地
区
全
体
で
の
活

動
を
考
え
て
い
た
」
と
冨
森
さ
ん
は
話
し

ま
す
。
南
北
に
８
㎞
の
距
離
が
あ
り
、
高

低
差
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
し
だ
い
に
そ
れ

ぞ
れ
の
集
落
で
自
主
的
に
サ
ロ
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が
開
催

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、

同
時
に
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人
口
の
少
な
い
集
落
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は
自
分

た
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開
催
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こ
と
が
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い
こ
と
も

わ
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っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
冨
森
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ん

た
ち
よ
つ
ば
の
会
の
メ
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が
そ
の
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に
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き
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サ
ロ
ン
を
開
催
す
る
「
出
張
サ

ロ
ン
」
も
開
催
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

第
１
回
目
の
出
張
サ
ロ
ン
は
、
３
世
帯

が
暮
ら
す
山
の
上
の
集
落
で
し
た
。
す
ぐ

近
く
の
集
落
ま
で
は
山
を
く
だ
り
、

分

ほ
ど
歩
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
冨
森

さ
ん
た
ち
が
出
張
サ
ロ
ン
の
提
案
を
す
る

と
、
何
年
も
使
っ
て
い
な
か
っ
た
集
会
所

豊岡市（2021年 11月 9日現在）

人口 人

世帯数 世帯

歳以上人口 人

高齢化率 ％

竹野南地区（2021年 11月 9日現在）

人口 人

世帯数 世帯

歳以上人口 人

高齢化率 ％

地
域
の
概
況

豊
岡
市
は
兵
庫
県
北
東
部
に
位
置

し
、
２
０
０
５
年
４
月
、
１
市
５
町
（
豊

岡
市
、
城
崎
町
、
竹
野
町
、
日
高
町
、

出
石
町
、
但
東
町
）
が
合
併
し
て
で
き

た
ま
ち
で
す
。

市
域
の
約
８
割
を
森
林
が
占
め
、
北

は
日
本
海
、
東
は
京
都
府
に
接
し
、
中

央
部
に
は
円
山
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。

山
陰
海
岸
国
立
公
園
、
氷
ノ
山
後
山
那

岐
山
国
定
公
園
を
は
じ
め
と
し
た
自

然
環
境
に
も
恵
ま
れ
、
２
０
０
５
年
９

月
に
は
、
国
指
定
の
特
別
天
然
記
念

物
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
自
然
放
鳥
さ
れ
、

人
里
で
野
生
復
帰
を
目
指
す
取
り
組

み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
業
、
観
光
業
な
ど
が
盛
ん

で
、
城
崎
温
泉
、
神
鍋
ス
キ
ー
場
、
出

石
城
下
町
な
ど
を
有
し
て
い
ま
す
。
地

場
産
業
と
し
て
は
、
か
ば
ん
や
出
石
焼

な
ど
の
生
産
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

豊
岡
市
西
部
の
旧
竹
野
町
の
な
か

で
も
、
竹
野
南
地
区
は
山
間
部
に
位
置

し
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
豊
岡
駅
よ
り
車
で

分

ほ
ど
走
る
と
、
竹
野
南
地
区
の
中
心
部

に
到
着
し
ま
す
。
そ
こ
か
ら
谷
に
沿
っ

て
、
逆
さ
Ｙ
の
字
の
よ
う
な
形
で
谷
が

あ
り
、
そ
れ
に
沿
っ
て
集
落
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
中
心
部
か
ら
端
の
集
落
ま

で
は
約
８
㎞
。
地
区
内

に
は
市
運
営
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
イ
ナ

カ
ー
」
が
走
り
、
通
学

や
通
院
の
足
を
支
え

て
い
ま
す
。
地
区
に
は

県
の
天
然
記
念
物
・
郷

土
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
る
桑
野
本
の

大
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

地
域
を
み
ん
な
で
考
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
立
ち
上
げ

NPO 法人わいわいみ・な・
み副会長／よつばの会代表
冨森とも子さん
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を
住
民
が
掃
除
を
し
た
り
し
て
出
迎
え
て

く
れ
ま
し
た
。
ふ
も
と
の
集
落
の
人
を
中

心
に
サ
ロ
ン
の
お
手
伝
い
を
し
て
も
ら
う

こ
と
で
、
お
互
い
に
気
に
か
け
合
う
き
っ

か
け
づ
く
り
に
も
な
り
ま
し
た
。「
出
張
サ

ロ
ン
に
行
っ
た
ら
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
て

ね
。『
四
つ
ん
這
い
に
な
っ
て
も
こ
う
し
た

サ
ロ
ン
を
続
け
て
い
こ
う
ね
』
と
言
っ
て

く
れ
る
人
も
い
る
ん
で
す
よ
」
と
冨
森
さ

ん
は
話
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
誕
生

よ
つ
ば
の
会
を
中
心
と
し
た
住
民
に
よ

る
手
づ
く
り
の
活
動
は
、
少
し
ず
つ
地
域

の
気
運
を
高
め
て
い
き
ま
す
。
そ
う
し
た

基
盤
が
あ
る
と
こ
ろ
に
、
２
０
１
４
年
、

豊
岡
市
か
ら
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進

と
い
う
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
ま
す
。
当
時
、

竹
野
南
地
区
の
区
長
会
長
を
し
て
い
た
岡

田
隆
男
さ
ん
は
、「
い
ま
ま
で
は
区
長
会
が

中
心
と
な
っ
て
地
域
の
活
動
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
区
長
は
１
年
の
任
期
制
の
た
め
、

勉
強
会
や
視
察
な
ど
で
１
年
が
終
わ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
地
域
の
課
題
解
決

に
は
至
ら
な
い
、
と
い
う
市
長
か
ら
の
号
令

で
も
あ
り
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

竹
野
南
地
区
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

が
な
か
っ
た
た
め
、
２
０
１
５
年
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
ど
ん
な
組
織
に
し
て
い
く

か
と
い
う
検
討
会
が
始
ま
り
、
竹
野
南
地

区
は
３
年
間
の
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
地
区
の
公
民
館
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
に
建
て
替
え
る
こ
と
も
打
ち

出
さ
れ
て
い
た
た
め
、
冨
森
さ
ん
を
は
じ

め
と
し
た
竹
野
南
地
区
の
女
性
を
中
心
に
、

「
ど
ん
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
し

た
い
か
」
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
岡
田
さ

ん
は
、「
我
々
に
は
、
こ
こ
で
ど
ん
な
活
動

を
し
た
い
、
と
い
う
プ
ラ
ン
が
先
に
あ
っ
た

の
で
す
。
そ
の
た
め
に
ど
ん
な
機
能
が
ほ

し
い
か
。
そ
れ
は
実
際
、
こ
こ
を
中
心
と
な

っ
て
使
う
人
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
こ
と

が
一
番
。
た
と
え
ば
、
配
食
を
し
た
い
、
と

い
う
思
い
が
あ
る
な
か
で
、
雪
の
日
で
も

荷
運
び
が
し
や
す
い
よ
う
に
調
理
室
の
前

に
車
が
停
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
り
、
高

齢
者
の
居
場
所
を
つ
く
り
た
い
、
と
い
う

思
い
を
受
け
て
、
高
齢
者
が
汚
し
て
し
ま
っ

た
と
き
に
す
ぐ
に
洗
え
る
よ
う
に
シ
ャ
ワ

ー
室
を
設
置
し
た
り
。
だ
か
ら
、
こ
の
建
物

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）
は
、
会
議
室

ベ
ー
ス
で
は
な
い
ん
で
す
よ
」
と
話
し
ま
す
。

そ
う
し
て
、
２
０
１
７
年
４
月
に
「
竹

野
南
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
わ
い
わ
い
み
・

な
・
み
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。「
わ
い
わ
い

み
・
な
・
み
」
に
は
、
区
長
だ
け
で
な
く
、

学
校
、
消
防
団
、
商
工
会
、
公
民
館
登
録

グ
ル
ー
プ
な
ど
が
参
加
し
、「
竹
野
南
の
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
グ
ル
ー
プ
と
人
が
『
わ
い

わ
い
み
・
な
・
み
』
の
登
録
メ
ン
バ
ー
」

と
岡
田
さ
ん
。「
自
分
た
ち
だ
け
で
な
く
、

み
ん
な
で
活
動
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
大

事
。
そ
れ
が
で
き
る
の
が
竹
野
南
地
区
の

強
み
」
と
話
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
方
式
で

竹
野
南
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
特
徴
は
、

縦
割
り
組
織
で
は
な
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

方
式
と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
。
組
織
で
は

な
く
必
要
な
活
動
に
予
算
を
使
う
た
め
に
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね
、
地
域
に
必
要

な
こ
と
を
住
民
み
ず
か
ら
が
考
え
合
い
ま

す
。
そ
し
て
、
１
年
ご
と
の
重
点
項
目
を

決
め
、「
チ
ー
ム
み
な
み
」
と
呼
ば
れ
る
５

〜

人
の
実
行
委
員
会
形
式
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
ま
す
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
通
所
サ
ロ
ン
や
営
農
組

合
な
ど
も
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
、
そ
の
事
業
に
必
要
と
思

わ
れ
る
人
で
構
成
す
る
た
め
、
必
ず
し
も

「
地
区
の
顔
役
」
が
入
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
ス
テ
ー
ジ
に
緞ど

ん

帳
ち
ょ
う

が
な
い
こ

と
か
ら
、「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！
」
と
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
立
ち
上
が
り
ま
し

た
。
こ
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
裁
縫
が

得
意
な
地
区
の
女
性
た
ち
で
す
。
古
い
浴

衣
を
ほ
ど
い
て
緞
帳
づ
く
り
が
始
ま
り
ま

し
た
。
女
性
た
ち
の
な
か
に
は
、
通
所
サ

ロ
ン
（
詳
細

７
ｐ
）
の
利
用
者
や
、
桑
野

本
地
区
の
女
性
た
ち
も
い
ま
し
た
。
桑
野

本
地
区
の
女
性
た
ち
は
、
毎
週
水
曜
日
に

集
ま
り
、
お
に
ぎ
り
な
ど
お
昼
ご
飯
を
持

ち
込
み
、
お
漬
け
も
の
自
慢
を
し
な
が
ら

お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、

「
若
い
者
が
で
き
な
い
こ
と
は
私
ら
が
し

た
ら
え
え
ん
だ
が
な
」
と
自
分
た
ち
の
つ

ど
う
時
間
を
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
充
て
て
い
た
の
で
す
。

ほどいた浴衣を並べて緞帳の柄を決める
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２
０
１
８
年
度
か
ら
は
、
竹
野
南
地
区

を
旧
４
小
学
校
区
程
度
に
分
け
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
、
各

地
区
で
の
防
災
体
制
の
構
築
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
高
齢
者
の

増
加
だ
け
で
な
く
、
竹
野
南
地
区
を
走
る

道
路
が
、
土
砂
崩
れ
な
ど
で
分
断
さ
れ
て

し
ま
う
と
、
中
心
部
に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
か
ら
支
援
を
届
け
ら
れ
な
い

可
能
性
を
考
え
た
か
ら
で
す
。
行
政
か
ら

の
支
援
を
待
つ
だ
け
で
は
な
く
、
そ
し
て

中
心
部
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
集

ま
れ
な
く
て
も
、
各
地
区
で
災
害
に
対
応

が
で
き
る
よ
う
に
、
地
区
ご
と
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
同
時
に
そ
れ
に

対
応
で
き
る
人
材
を
育
て
て
い
る
の
で
す
。

出
会
い
、
楽
し
み
、

つ
ぶ
や
き
拾
う
喫
茶
よ
つ
ば

竹
野
南
地
区
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
あ
る
森
本
地
区
を
中
心
に
、「
逆
さ

の
Ｙ
字
」
の
よ
う
な
形
で
谷
に
沿
っ
て
道

路
が
走
り
、
そ
こ
に
集
落
が
点
在
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
「
イ
ナ
カ
ー
」

と
呼
ば
れ
る
市
バ
ス
が
走
り
、
豊
岡
市
の

中
心
部
に
行
く
に
は
、
自
家
用
車
で
な
け

れ
ば
、
イ
ナ
カ
ー
で
森
本
ま
で
来
て
、
そ

こ
か
ら
さ
ら
に
一
般
路
線
バ
ス
（
全
但
バ

ス
）
を
乗
り
継
ぎ
ま
す
。

イ
ナ
カ
ー
は
走
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
乗

り
換
え
の
た
め
に
１
時
間
ほ
ど
バ
ス
を
待

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
近
く
の
診
療
所

に
来
て
も
、
帰
り
の
バ
ス
を
長
時
間
待
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

雨
の
日
、
晴
天
で
気
温
の
高
い
日
、
重
い

荷
物
の
あ
る
日
は
、
そ
の
待
ち
時
間
が
こ

と
の
ほ
か
長
く
感
じ
る…

…

。
そ
こ
で
目

を
つ
け
た
の
が
、
診
療
所
や
イ
ナ
カ
ー
の

バ
ス
停
か
ら
ほ
ど
近
く
、
旧
Ｊ
Ａ
の
支
店

に
隣
接
す
る
空
き
店
舗
。
こ
こ
を
改
装
し

て
喫
茶
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
り
、
バ
ス
待
ち

の
間
に
利
用
し
て
も
ら
お
う
と
考
え
た
の

で
す
。

２
０
１
６
年
か
ら
毎
週
木
曜
日
、
こ
こ

で
喫
茶
を
運
営
す
る
の
は
「
よ
つ
ば
の
会
」

の
メ
ン
バ
ー
。
手
づ
く
り
の
ケ
ー
キ
と
お

茶
を
２
０
０
円
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
バ
ス
待
ち
の
間
だ
け
で
な
く
、
高

齢
に
な
り
、
移
動
が
難
し
く
な
っ
た
友
人

同
士
が
こ
の
喫
茶
で
会
い
、
お
し
ゃ
べ
り

を
楽
し
ん
だ
り
、
ほ
か
の
地
域
か
ら
遊
び

に
来
た
お
友
だ
ち
を
連
れ
て
来
た
り
。
小

さ
い
子
ど
も
を
連
れ
た
お
母
さ
ん
が
来
る

と
、
場
も
い
っ
そ
う
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
民

生
委
員
や
駐
在
所
の
警
察
官
な
ど
も
、「
こ

こ
に
来
れ
ば
い
ろ
い
ろ
な
人
に
会
え
る
、

い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
わ
か
る
」
と
顔
を
見

せ
ま
す
。
毎
回

食
を
用
意
す
る
ケ
ー
キ

は
、
足
り
な
い
と
き
も
あ
る
と
い
う
ほ
ど

プロジェクト方式で進める
地域づくり

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
彩
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

喫茶よつばの手づくりケーキ
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の
盛
況
ぶ
り
で
す
。

喫
茶
よ
つ
ば
は
、
待
ち
合
わ
せ
や
お
し

ゃ
べ
り
の
場
と
い
う
以
上
に
重
要
な
役
割

を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
来
て
い
る

人
た
ち
の
つ
ぶ
や
き
を
拾
う
こ
と
。「
い
つ

も
来
る
〇
〇
さ
ん
が
来
て
い
な
い
」
と
言

う
と
、
誰
か
が
「
最
近
腰
を
痛
め
て
い
て

今
日
は
来
ら
れ
な
い
よ
」
と
教
え
て
く
れ

ま
す
。
そ
う
し
た
情
報
を
聞
く
と
、
さ
り

げ
な
く
そ
の
人
の
様
子
を
気
に
か
け
、
と

き
に
は
電
話
や
訪
問
を
し
て
状
況
を
聞
き

ま
す
。
体
調
不
良
が
深
刻
で
あ
れ
ば
、
本

人
の
同
意
を
得
て
診
療
所
の
医
師
と
も
情

報
を
共
有
し
、
診
察
の
際
に
気
を
つ
け
て

も
ら
う
よ
う
に
伝
え
、
そ
の
後
の
様
子
を

教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
ま
す
。

「
顔
見
知
り
だ
か
ら
、
さ
り
げ
な
い
こ

と
、
わ
ざ
わ
ざ
話
す
こ
と
で
も
な
い
よ
う

な
こ
ぼ
れ
話
か
ら
、
生
活
上
の
悩
み
を
聞

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
が
、

必
要
で
あ
れ
ば
よ
つ
ば
の
会
の
ス
タ
ッ
フ

と
共
有
し
て
定
期
的
に
様
子
を
見
に
い
く

よ
う
に
な
っ
た
り
、
通
所
サ
ロ
ン
な
ど
に

来
て
も
ら
う
よ
う
に
な
っ
た
り
。
私
た
ち

で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
も
連
絡
し
ま
す
」

と
冨
森
さ
ん
。

家
族
介
護
に
悩
む
住
民
が
来
た
と
き
は
、

介
護
経
験
の
あ
る
住
民
が
そ
の
人
の
話
を

聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
愚
痴
や
悩
み
を

話
す
場
が
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
止
め
て
く

れ
る
人
が
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
ま
た
「
明

日
も
頑
張
ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
れ

る
。
一
見
す
る
と
お
し
ゃ
べ
り
の
場
に
す

ぎ
ま
せ
ん
が
、
思
い
を
吐
き
出
し
、
受
け

止
め
て
く
れ
る
人
が
い
る
と
い
う
心
の
健

康
を
支
え
る
場
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

竹
野
南
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
地
域
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
集
落
支
援
員
）
の

鶴
原
広
美
さ
ん
は
、「
よ
つ
ば
の
会
の
ス
タ

ッ
フ
の
皆
さ
ん
は
、
た
だ
接
客
し
て
い
る

だ
け
で
は
な
い
ん
で
す
。
カ
ウ
ン
タ
ー
の

中
に
い
る
時
間
は
と
て
も
短
く
て
、
住
民

が
来
た
ら
そ
ば
に
行
っ
て
出
迎
え
、
同
じ

テ
ー
ブ
ル
に
座
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
が
、
喫
茶
よ
つ
ば
の
す
ば

ら
し
い
と
こ
ろ
な
ん
で
す
」と
話
し
ま
す
。

手
押
し
車
を
押
し
て
く
る
姿
が
中
か
ら

見
え
た
ら
さ
っ
と
扉
を
開
け
、「
会
え
て
う

れ
し
い
」
と
全
身
で
喜
び
を
表
し
、
立
ち

話
。
わ
ず
か
数
メ
ー
ト
ル
先
の
座
席
に
座

る
間
に
も
お
し
ゃ
べ
り
が
は
ず
み
ま
す
。

待
ち
合
わ
せ
の
人
が
来
る
ま
で
は
そ
こ
で

一
緒
に
お
し
ゃ
べ
り
。
大
き
く
相
槌
を
打

っ
た
り
、
笑
っ
た
り
し
な
が
ら
も
、
ち
ょ

っ
と
し
た
こ
ぼ
れ
話
か
ら
気
に
な
る
こ
と

を
し
っ
か
り
と
拾
っ
て
い
ま
す
。

「
ス
タ
ッ
フ
は
み
ん
な
、
お
節
介
と
い

う
か
、
人
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
い
る
ん

で
す
よ
。
そ
し
て
住
民
の
皆
さ
ん
も
そ
れ

が
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
。
気
に
な
る
こ
と

も
、
こ
こ
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
し
ゃ
べ

る
こ
と
で
、
き
ち
ん
と
受
け
止
め
て
く
れ

る
し
、
私
た
ち
が
受
け
止
め
き
れ
な
い
こ

と
は
ど
こ
か
に
ち
ゃ
ん
と
つ
な
い
で
く
れ

る
。
そ
う
い
う
思
い
が
あ
る
の
で
、
安
心

喫茶よつばの日常

喫茶よつばで情報交換
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し
て
し
ゃ
べ
っ
て
く
れ
ま
す
。
喫
茶
よ
つ

ば
は
、
そ
う
い
う
役
割
の
あ
る
場
な
の
だ

と
思
い
ま
す
」
と
冨
森
さ
ん
。「
一
緒
に
お

茶
を
飲
ん
で
い
る
だ
け
で
い
ろ
い
ろ
な
話

が
出
て
く
る
ん
で
す
。
そ
う
し
た
話
を
、

聞
い
て
い
る
ほ
う
は
流
す
の
で
は
な
く
て
、

取
捨
選
択
し
て
つ
な
げ
て
い
く
。
よ
つ
ば

の
会
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
民
生
委
員
や
福

祉
委
員
、
看
護
師
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
な
に
げ
な
い
会
話
か

ら
そ
の
人
の
思
い
を
引
き
出
し
た
り
、
気

に
な
る
こ
と
を
つ
な
げ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持

っ
て
い
る
こ
と
も
、
心
強
い
で
す
ね
」
と

話
し
ま
す
。

生
き
が
い
と
買
い
も
の

ニ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ

喫
茶
よ
つ
ば
の
横
の
ガ
レ
ー
ジ
で
、
喫

茶
と
同
日
の
毎
週
木
曜
日
に
開
催
さ
れ
る

の
が
、
竹
野
南
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
わ
い

わ
い
み
・
な
・
み
が
主
催
す
る
「
わ
い
わ
い

み
・
な
・
み
市
場
」
で
す
。
朝

時
の
開

店
を
前
に
、
地
域
住
民
が
列
を
な
し
ま
す
。

竹
野
南
地
区
で
は
買
い
も
の
を
す
る
場

所
が
な
く
、
一
方
で
、
高
齢
に
な
っ
て
も

畑
を
続
け
て
い
る
住
民
が
多
く
い
ま
す
。

畑
を
続
け
て
い
る
住
民
の
多
く
は
、
自
分

た
ち
で
食
べ
る
以
上
の
野
菜
を
つ
く
っ
て

い
る
た
め
、
そ
の
野
菜
の
販
売
を
と
お
し

て
買
い
も
の
と
生
き
が
い
の
双
方
を
支
援

す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
２
０
１
７
年
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

木
曜
日
の
朝
、
出
品
者
は
各
家
で
袋
詰

め
を
し
た
野
菜
を
持
っ
て
次
々
に
集
ま
っ

て
き
ま
す
。
こ
こ
で
１
枚
１
円
の
ラ
ベ
ル

を
買
い
、
商
品
に
貼
っ
て
い
き
ま
す
。

鶴
原
さ
ん
は
、「
つ
く
る
人
の
楽
し
み
と
、

買
い
に
来
る
人
の
楽
し
み
を
大
事
に
し
て

い
る
の
で
、
品
ぞ
ろ
え
が
少
な
い
日
も
あ

れ
ば
多
い
と
き
も
あ
り
ま
す
。
生
産
者
の

人
に
と
っ
て
は
、
苗
代
に
も
な
ら
な
い
程

度
の
価
格
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、『
こ
こ
に

出
す
か
ら
収
穫
に
行
か
な
き
ゃ
』『
来
年
は

こ
ん
な
商
品
を
つ
く
っ
て
売
っ
て
み
た
い
』

な
ど
、
生
産
す
る
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
楽

し
み
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
い
い
、
と

思
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」
と
話
し
ま

す
。
売
り
上
げ
の
１
割
は
「
わ
い
わ
い
み
・

な
・
み
」
の
事
務
手
数
料
と
な
り
ま
す
が
、

市
場
の
開
催
中
は
わ
い
わ
い
み
・
な
・
み

の
職
員
が
レ
ジ
を
担
当
す
る
な
ど
、
当
日

の
運
営
を
担
っ
て
い
ま
す
。

あ
の
人
の
野
菜
は
お
い
し
い
、
ど
ん
な

調
理
法
で
食
べ
よ
う
か
、
と
い
う
会
話
が

聞
こ
え
て
き
ま
す
。
ひ
と
き
わ
評
判
が
い

い
の
は
、

歳
の
立
花
文
子
さ
ん
の
つ
く

る
野
菜
で
す
。
立
花
さ
ん
は
、
売
る
た
め

の
秘
訣
を
「
土
づ
く
り
か
ら
こ
だ
わ
る
こ

と
」「
ほ
か
の
人
の
畑
で
旬
を
迎
え
る
少
し

前
に
出
す
こ
と
」「
ち
ょ
っ
と
珍
し
い
品
種

を
仕
入
れ
る
こ
と
」
と
話
し
ま
す
。
普
段

は
通
所
サ
ロ
ン
に
通
い
、
近
所
の
人
が
立

花
さ
ん
の
か
わ
り
に
出
荷
を
し
ま
す
が
、

「
こ
れ
か
ら
明
日
の
お
店
に
出
す
た
め
に

収
穫
し
な
い
と
」
と
意
気
込
み
、「
サ
ト
イ

モ
は
皮
を
む
い
て
洗
っ
て
出
せ
ば
そ
の
ま

わいわいみ・な・み市場

生産者が野菜を搬入。ラベルを貼って販売準備
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ま
す
ぐ
に
使
え
る
か
ら
ね
」
と
工
夫
を
こ

ら
し
て
袋
詰
め
を
し
て
い
ま
す
。「
ち
ょ
っ

と
の
工
夫
が
売
れ
る
コ
ツ
な
の
よ
」
と
笑

っ
て
話
す
立
花
さ
ん
。
そ
の
言
葉
に
自
信

が
み
な
ぎ
り
ま
す
。

介
護
予
防
の
場
を

つ
く
ろ
う
！

出
前
サ
ロ
ン
や
喫
茶
よ
つ
ば
と
活
動
を

広
げ
て
き
た
よ
つ
ば
の
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、

「
地
域
に
は
、
も
う
一
歩
進
ん
だ
こ
と
が

必
要
」（
冨
森
さ
ん
）
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

お
り
し
も
、
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
受
講
し
て
い
た
メ
ン
バ
ー
た
ち
。

豊
岡
市
支
え
合
い
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
受
託

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
日
帰
り

で
過
ご
せ
る
介
護
予
防
の
場
を
つ
く
ろ
う
、

と
思
い
至
り
ま
し
た
。
豊
岡
市
か
ら
介
護

予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
通
所

型
サ
ー
ビ
ス
Ａ
の
指
定
を
受
け
、
２
０
１

７
年

月
、
「
さ
さ
え
愛
通
所
サ
ロ
ン

わ
い
わ
い
み
・
な
・
み
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

さ
さ
え
愛
通
所
サ
ロ
ン
は
、
月
４
回
、

水
曜
日
、

時
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
午
前

中
は
季
節
に
応
じ
た
手
づ
く
り
品
の
製
作
、

午
後
は
歌
を
う
た
っ
た
り
、
軽
い
体
操
を

し
た
り
、
ゲ
ー
ム
も
盛
り
上
が
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
一
番
生
き
生
き
と
す
る
の
は
、

や
は
り
お
し
ゃ
べ
り
の
時
間
。
伺
っ
た
日

は
、
２
月
に
み
ん
な
で
仕
込
ん
だ
味
噌
の

出
来
ば
え
を
確
認
し
ま
し
た
。
竹
野
南
地

区
に
は
、
昔
か
ら
味
噌
づ
く
り
で
評
判
の

集
落
が
あ
り
ま
し
た
が
、
住
民
の
高
齢
化

で
そ
の
味
噌
づ
く
り
が
途
絶
え
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
そ
の
集
落
の
住
民
に
教
え

て
も
ら
っ
て
サ
ロ
ン
で
も
味
噌
づ
く
り
を

し
た
の
で
す
。

立
花
さ
ん
も
、「
昔
は
味
噌
を
つ
く
っ
て

い
た
」
と
話
し
ま
す
。
「
味
噌
と
梅
干
は
、

と
て
も
大
事
な
も
の
。
だ
か
ら
開
け
る
日

も
、
い
い
日
を
選
ぶ
の
よ
。
そ
れ
だ
け
大

事
な
も
の
だ
っ
た
の
」「
こ
の
味
噌
は
い
い

麹
で
つ
く
っ
た
か
ら
大
丈
夫
。
ま
ん
べ
ん

な
く
混
ぜ
た
ら
い
い
」「
塩
と
唐
辛
子
が
カ

ビ
予
防
に
な
る
」
な
ど
、
経

験
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
知
恵

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
、
「
畑
仕
事
を

し
て
い
る
と
、
毎
日
１
万
歩

を
歩
く
」
「
畑
に
行
く
途
中

に
お
友
だ
ち
の
家
が
あ
っ

て
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い

る
」「
ひ
と
り
暮
ら
し
で
、

冬
場
は
テ
レ
ビ
を
見
な

が
ら
お
友
だ
ち
と
電
話

を
し
た
り
、
近
く
の
サ
ロ

ン
で
お
茶
飲
み
を
し
て

い
る
」
な
ど
、
お
し
ゃ
べ

り
か
ら
、
日
常
の
暮
ら
し

の
知
恵
や
工
夫
が
垣
間

見
ら
れ
ま
す
。

さ
さ
え
愛
通
所
サ
ロ
ン
に
は
、
竹
野
南

地
区
全
域
か
ら
利
用
が
可
能
な
た
め
、
送

迎
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
送
迎
車
の
止

ま
る
場
所
で
の
待
ち
時
間
か
ら
お
し
ゃ
べ

り
に
花
が
咲
き
、
い
わ
ば
「
サ
ロ
ン
の
０

次
会
」
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

帰
り
の
送
迎
車
は
「
サ
ロ
ン
の
二
次
会
」。

今
日
あ
っ
た
こ
と
、
車
窓
か
ら
見
え
る
竹

野
南
の
景
色
な
ど
、
お
し
ゃ
べ
り
は
止
ま

り
ま
せ
ん
。

冨
森
さ
ん
は
、「
さ
さ
え
愛
通
所
サ
ロ
ン

新鮮な野菜にあれこれ目移り

楽しいゲームで顔がほころぶ

手づくり味噌の思い出を話す
立花文子さん（左）

送迎の車内もミニサロン
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に
来
て
い
る
人
は
、
支
援
の
受
け
手
な
の

か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
み
ん
な
担
い
手

で
も
あ
る
の
で
す
」
と
断
言
し
ま
す
。
リ

ウ
マ
チ
で
手
が
不
自
由
な
人
に
は
「
知
恵

と
知
識
を
出
し
て
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
求

め
た
り
、
地
域
行
事
の
手
伝
い
を
し
て
も

ら
っ
た
り
。「
で
き
る
範
囲
で
い
い
か
ら
来

て
ほ
し
い
、
と
声
を
か
け
て
、
一
緒
に
こ

れ
を
や
ろ
う
、
と
声
を
か
け
て
い
ま
す
。

笑
う
機
会
を
た
く
さ
ん
つ
く
る
こ
と
が
大

事
で
す
か
ら
ね
」
と
話
し
ま
す
。

暮
ら
し
の
場
に
出
向
く

生
活
支
援

「
介
護
を
受
け
る
ほ
ど
で
は
な
い
が
、

家
事
を
少
し
手
伝
っ
て
ほ
し
い
」「
食
事
づ

く
り
が
し
に
く
く
な
っ
て
き
た
し
、
栄
養

の
偏
り
が
心
配
な
の
で
配
食
サ
ー
ビ
ス
を

お
願
い
し
た
い
」「
必
要
な
買
い
も
の
を
し

て
く
れ
る
と
助
か
る
」「
一
人
暮
ら
し
で
安

否
確
認
を
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
声
を
受

け
、
２
０
２
０
年
７
月
、
豊
岡
市
か
ら
の

委
託
事
業
と
し
て
「
さ
さ
え
愛
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
の
１
つ
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、

社
協
事
業
と
よ
つ
ば
の
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
っ
て
、
あ
わ
せ
て
週
３
回
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
毎
回

食
ほ
ど
を
３
人
ほ

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
つ
く
り
ま
す
。「
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
は
柔
ら
か
め
に
ゆ
で
た
ほ
う

が
い
い
か
な
？
」「
盛
り
つ
け
は
こ
う
し
た

ほ
う
が
き
れ
い
ね
」
な
ど
と
話
し
な
が
ら
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
彩
り
に
配
慮
さ
れ
た
お

弁
当
が
次
々
と
つ
く
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

配
食
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
活
躍
し
た

の
は
や
は
り
地
域
の
高
齢
女
性
た
ち
で
し

た
。「
こ
の
お
宅
に
届
け
た
い
け
れ
ど
道
が

よ
く
わ
か
ら
な
い
」
と
言
う
配
達
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
と
も
に
車
に
乗
り
、
道
案
内
を

し
て
く
れ
ま
す
。
次
の
家
に
届
け
る
ま
で

そ
の
家
で
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
待
っ
て
い

て
も
ら
い
、
ま
た
一
緒
に
帰
っ
て
い
き
ま

す
。
配
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
そ
の
家
ま
で

の
道
の
り
が
わ
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
高

齢
者
同
士
、
久
し
ぶ
り
の
お
し
ゃ
べ
り
を

楽
し
む
姿
が
そ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。

訪
問
す
る
ス
タ
ッ
フ
も
、
竹
野
南
地
区

の
住
民
で
す
。
顔
見
知
り
も
多
い
た
め
、

「
お
弁
当
を
届
け
る
こ
と
だ
け
で
な
く
お

し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
人
が

多
い
」（
鶴
原
さ
ん
）
と
言
い
ま
す
。
訪
問

に
同
行
す
る
と
、
い
つ
も
い
る
は
ず
の
家

が
不
在
だ
っ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
ス
タ
ッ

フ
。「
畑
に
も
い
な
か
っ
た
し
、
今
日
は
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
日
で
は
な
い
し…

…

」
。ふ

と
、
こ
の
日
は
月
に
２
回
の
地
域
サ
ロ
ン

の
日
で
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。「
ち

ょ
っ
と
行
っ
て
み
よ
う
」
と
地
域
サ
ロ
ン

の
会
場
に
。
そ
こ
で
楽
し
そ
う
に
お
し
ゃ

べ
り
す
る
姿
に
ほ
っ
と
し
つ
つ
、
周
囲
の

人
か
ら
も
話
を
聞
く
こ
と
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
「
皆
勤
賞
だ

よ
、
常
連
さ
ん
だ
か
ら
ね
」
と
話
す
住
民

の
声
か
ら
、「
こ
の
人
は
毎
回
こ
こ
に
来
て

い
る
」
と
わ
か
る
だ
け
で
な
く
、
友
人
同

士
の
お
し
ゃ
べ
り
に
も
耳
を
傾
け
、
そ
こ

で
の
様
子
を
気
に
か
け
ま
す
。

配達とともに見守りも

彩りに気配りしながら盛りつけ
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こ
う
し
た
情
報
は
、
喫
茶
よ
つ
ば
で
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
ス
タ
ッ
フ
や
民
生
委
員

と
も
共
有
し
ま
す
。
冨
森
さ
ん
は
、「
個
人

情
報
と
い
う
懸
念
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ

て
い
ま
す
が
、『
地
域
の
こ
と
』
と
し
て
み

ん
な
で
許
せ
る
範
囲
で
共
有
す
る
と
い
う

こ
と
を
、
み
ん
な
が
承
知
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
こ
と
を
地
域
の
な
か
で
み
ん
な
で

解
決
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
は
み
ん

な
が
持
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
情
報
を
知

ら
な
い
と
動
け
な
い
の
で
、
懸
念
を
乗
り

越
え
て
い
か
な
い
と
、
本
当
に
み
ん
な
に

寄
り
添
っ
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
不
安
に
寄

り
添
い
、
絶
妙
な
さ
じ
加
減
で
つ
な
い
で

い
く
配
慮
が
地
域
に
あ
ふ
れ
て
い
る
の
で

す
。

２
０
１
９
年
、「
竹
野
南
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
わ
い
わ
い
み
・
な
・
み
」
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
し
ま

し
た
。
事
業
の
広
が
り
に
つ
れ
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
契
約
を
団
体
と
し
て
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
で
す
。
理
事
長
は
岡
田
さ
ん

が
、
副
理
事
長
は
冨
森
さ
ん
が
務
め
て
い

ま
す
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
立
ち
上
げ
る
と
き

に
、『
立
派
な
事
業
計
画
書
は
つ
く
ら
な
い
』

『
き
れ
い
な
組
織
は
つ
く
ら
な
い
』
と
い

う
２
点
を
決
め
た
ん
で
す
」と
岡
田
さ
ん
。

「
自
分
た
ち
だ
け
で
な
く
、
み
ん
な
で
活

動
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
大
事
。
立
派
な

も
の
で
な
く
て
も
、
自
分
た
ち
で
考
え
て
、

自
分
た
ち
が
決
め
た
こ
と
を
、
自
分
た
ち

が
す
る
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
が
一
番
大
事

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

そ
し
て
冨
森
さ
ん
は
、
活
動
の
極
意
を

こ
う
話
し
ま
す
。「
楽
し
そ
う
で
し
ょ
。
楽

し
い
こ
と
が
な
い
と
、
な
ん
で
も
や
っ
て

い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
し
ん
ど
い

こ
と
ば
か
り
で
は
、
続
き
ま
せ
ん
よ
」
。
そ

の
言
葉
を
裏
づ
け
る
よ
う
に
、
竹
野
南
地

区
で
は
ど
こ
に
行
っ
て
も
笑
い
声
が
聞
こ

え
て
く
る
温
か
さ
、
そ
し
て
暮
ら
し
の
不

便
は
あ
っ
て
も
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
知
恵

と
工
夫
と
つ
な
が
り
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

鶴
原
さ
ん
は
、「
専
門
職
だ
け
で
こ
こ
の

９
０
０
人
以
上
の
住
民
全
員
を
把
握
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
し
、
専
門
職
一
人
が
が

ん
ば
っ
て
も
、そ
れ
は
専
門
職
の
活
動
で
、

地
域
の
活
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が
地

域
を
ま
わ
っ
て
い
て
も
気
づ
か
な
い
人
や

知
ら
な
い
人
は
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
専
門

職
は
自
分
だ
け
で
や
っ
て
は
い
け
な
い
し
、

自
分
の
活
動
に
し
て
は
い
け
な
い
ん
で
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
と
協
力
す
る
こ
と
で
、
住

民
一
人
ひ
と
り
の
思
い
や
願
い
を
広
く
拾

っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
地
域
で
孤
立
し
た
り
、
課
題
を
抱
え

て
い
る
人
の
情
報
は
、
雑
談
の
な
か
か
ら

あ
が
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
を
気
づ
い
た
人

が
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
る
ん
で
す
。
住

民
の
皆
さ
ん
と
つ
な
が
っ
て
い
く
と
、
こ

ぼ
れ
て
い
く
も
の
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

誰
か
が
そ
れ
を
拾
っ
て
持
っ
て
き
て
く
れ

る
こ
と
で
、
専
門
職
と
し
て
の
仕
事
も
で

き
る
ん
で
す
よ
」
と
話
し
ま
す
。

地
域
を
誇
り
に
思
い
、
そ
し
て
つ
な
が

り
の
な
か
で
不
安
に
寄
り
添
い
、
安
心
を

生
み
出
す
、
竹
野
南
地
区
。
こ
の
地
区
に

は
、
ぬ
く
も
り
と
優
し
さ
が
満
ち
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。

弁当を届け、体調を気遣う

自
分
た
ち
で
決
め
て
、
楽
し
み
、
つ
な
が
り
を
続
け
る

NPO 法人わいわいみ・な・み
理事長 岡田隆男さん

竹野南地区コミュニティセンター
地域マネジャー 鶴原広美さん
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竹野南地区 年表 

1987年４月 
竹野南小学校設立（三原・椒・大森・森本の 4校が統合）。のちの「よつばの会」

は、竹野南小学校の校章（４つの学校なので四葉）にちなんで命名された 

2001年 調理ボランティア活動を開始 

2005年 給食活動、読み聞かせ活動をスタート 

2005年４月 平成の大合併により、旧竹野町が豊岡市に合併 

2006年 
豊岡市乳幼児家庭教育委託事業「ヨチヨチランド」スタート（2009 年よりよつば

の会が関わり、2020 年より『わいわいみ・な・み』の自主事業に） 

2007年 
給食調理や読み聞かせをしていたメンバーがふれあい・いきいきサロンを開始、

「よつばの会」として活動開始 

2008年 
ボランティアグループ「よつばの会」誕生、補助金を活用した「出張サロン」を始

めたり、森本保育園との交流事業に関わる 

2008年10月 
竹野町町営バスの路線を引き継ぎ、豊岡市のコミュニティバス「イナカー」運行開

始 

2012年４月 
床瀬区サロン友の会 スタート。公民館の交流広場を利用して月１回、ふれあい喫

茶を開く 

2014年 
豊岡市で地域コミュニティづくりの推進が始まる 

ふれあい喫茶を毎月第３木曜に設定 

2015年 

コミュニティ設立準備委員会 

豊岡市の土曜チャレンジ学習事業として「子ども教室」スタート。スタート時より

よつばの会が関わり、その後、『わいわいみ・な・み』の自主活動に 

2016年４月 
「交流広場わいわいみ・な・み」開設。JA 店舗跡地でボランティアグループ「よ

つばの会」による週１回の喫茶が始まる 

2017年 中村区で地域活動支援センター「だんだん」の喫茶（月２回）始まる 

2017年３月 竹野南地区コミュティセンター開所 

2017年４月 「竹野南地区コミュティわいわいみ・な・み」誕生 

2017年５月 
豊岡市健康づくり地域自主活動支援事業「玄さん元気教室」開始。竹野南地区で

は、行政区ごとに 11グループが活動中 

2017年６月 交流広場にて「わいわいみ・な・み市場」スタート 

2017年11月 
豊岡市の委託を受け、「ささえ愛通所サロンわいわいみ・な・み」（介護予防・日常

生活支援総合事業による通所型サービス A）開始 

2018年１月 竹野南営農組合設立 

2019年９月 「NPO法人わいわいみ・な・み」設立 

2020年７月 
豊岡市の委託を受け、「ささえ愛生活支援サービス」（介護予防・日常生活支援総合

事業による訪問型サービス A）開始 

2020年７月 三原地区でサロン「カフェ燦とぴあ」スタート 

2020年９月 防災ワークショップ 開始 

2021年１月 エリアごとの「水害時避難マニュアル」作成 

2022年３月 

竹野南小学校、竹野小学校、中竹野小学校の統合により、竹野南小学校、中竹野小

学校が閉校予定。以後、放課後児童クラブは竹野南地区コミュニティ内に設置予

定。森本保育園が閉園予定 
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オンライン講座のご案内

本誌で紹介した兵庫県豊岡市竹野南地区の取り組みを聞く講座をオンラインで開催します。

インタビュー動画も含めながら、竹野南地区の地域づくりを学び合います。

つながりが地域を元気に！ ～気にかけ合いが広がる優しいまち～

日 時： 年 月 日（水） ： ～ ：

開催方法：オンライン（ ）

参 加 費：無料

ゲ ス ト： 法人わいわいみ・な・み 副理事長 冨森とも子さん

竹野南地区コミュニティセンター 地域マネジャー 鶴原広美さん

お申し込み方法：ホームページよりお申し込みください。

本情報誌のバックナンバーおよびオンライン講座のアーカイブはホームページからご覧い

ただけます。

アーカイブ版では、オンライン講座当日放送した参考映像がご覧いただけるサイトの紹介

や、現地映像にさらに取材映像を追加した特別編を公開中です。

  つながりＰＪ事業のご案内

＜支援者交流・相談会＞

地域共生社会の包括的な支援体制の構築に向けて、「断らない相談支援」「参加支援」「地域づくりに

向けた支援」等を進めるうえで、アドバイスを求める支援団体・自治体等を募集します。

対 象：包括的支援体制構築に取り組む支援団体・自治体

対 象 数： 団体程度（先着順）

受 付：ホームページで受付中

支援形態：当プロジェクト運営委員等を中心としたメンバーが、オンライン（ ミーティング）

で、ともに考えたり、アドバイスを行います。（ 回 ～ 時間。複数回になる場合もあ

り。相談内容は原則非公開です）

そ の 他：公開型の情報交換・相談会の企画もございます。企画・準備が整い次第、ホームページ上

でお知らせいたします。

【主なアドバイザー（本プロジェクト運営委員）】

櫛部 武俊 （一社）釧路社会的企業創造協議会（北海道）

森田 真希 （特非）地域の寄り合い所また明日（東京都小金井市）

塚本 秀一 （社福）湘南学園（滋賀県大津市）

池谷 啓介 （特非）暮らしづくりネットワーク北芝（大阪府箕面市）

山本 信也 （社福）宝塚市社会福祉協議会（兵庫県）

凪 保憲 （社福）淡路市社会福祉協議会（兵庫県）

上村加代子 （特非）にしはらたんぽぽハウス（熊本県西原村）

佐藤 寿一 （社福）元宝塚市社会福祉協議会

池田 昌弘 （特非）全国コミュニティライフサポートセンター（宮城県）

事務局からのお知らせ

発行元：孤立させない地域づくりのためのつながり推進プロジェクト
https://www.tunagari-pj.net/

事務局：特定非営利活動法人 全国コミュニティライフサポートセンター
〒 宮城県仙台市青葉区木町 シンエイ木町ビル

本情報誌は、厚生労働

省 令和３年度新型コ

ロナウイルス感染症セーフ

ティネット強化交付金の

助成を受けて作成してい

ます。

https://www.tunagari-pj.net/case
https://www.tunagari-pj.net/case
https://www.tunagari-pj.net/advice
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～ワクワクが広がる地域づくり～

読み解きポイント
もくじ

令和４年２月発行

・自分が率先して楽しみ、
その楽しさを地域に広げていく

・顔を見て、声をかけ合う
関係づくりはコロナ禍でも顕在

・1人の楽しさがみんなの楽しさ
地域の楽しさに
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　　広げる地域づくり　………………　12

事務局からのお知らせ　………………　13
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地
域
の
概
況

沖
縄
県
は
、
九
州
か
ら
台
湾
に
連
な

る
南
西
諸
島
の
南
半
分
に
位
置
し
、
東

西
約
１
０
０
０
㎞
、
南
北
約
４
０
０
㎞

に
及
ぶ
海
域
に
、
沖
縄
諸
島
、
先
島
諸

島
、
尖
閣
諸
島
、
大
東
諸
島
の
大
小

１
６
０
の
島
々
（
う
ち
有
人
島
47
）
か

ら
成
っ
て
い
ま
す
。
41
の
市
町
村
が
あ

り
、
２
０
０
種
類
が
確
認
さ
れ
る
サ
ン

ゴ
を
は
じ
め
と
し
た
豊
か
な
自
然
や
独

自
の
琉
球
文
化
が
発
展
す
る
、
豊
か
な

観
光
資
源
も
併
せ
持
ち
ま
す
。

15
世
紀
に
琉
球
王
朝
が
興
り
、
ア
ジ

ア
や
日
本
な
ど
の
周
辺
諸
国
と
交
易
を

行
い
、
海
洋
国
家
と
し
て
発
展
を
遂
げ

て
き
た
琉
球
。
１
６
０
９
年
の
薩
摩
藩

の
武
力
侵
攻
に
よ
り
支
配
下
に
置
か
れ

ま
し
た
が
、
１
８
７
９
年
に
沖
縄
県
と

な
り
ま
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
で
は
、
日
本
で
唯

一
の
地
上
戦
の
激
戦
地
と
な
り
、
多

く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
だ
け
で
な
く
、

１
９
４
５
年
に
日
本
が
降
伏
し
た
あ
と

も
沖
縄
は
ア
メ
リ
カ
の
軍
政
下
に
置
か

れ
、
１
９
７
２
年
に
本
土
復
帰
を
果
た

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
も
日
本
全

体
の
約
75
％
の
米
軍
専
用
施
設
が
あ

り
、
人
々
の
生
活
と
密
接
に
関
係
し
て

い
ま
す
。

沖
縄
本
島
の
中
央
部
に
位
置
す
る
沖

縄
市
は
、
１
９
７
４
年
に
コ
ザ
市
と

美
里
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
、
那

覇
市
に
次
ぐ
沖
縄
第
二
の
都
市
で
す
。

２
０
０
７
年
に
「
エ
イ
サ
ー
の
ま
ち
」

宣
言
を
し
、
エ
イ
サ
ー
文
化
の
継
承
・

発
展
な
ら
び
に
青
少
年
の
健
全
育
成
な

ど
、
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。市

域
面
積
の
約
36
％
を
米
軍
基
地
が

占
め
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ

ト
ナ
ム
を
は
じ
め
と
し
た
約
70
か
国
に

ル
ー
ツ
を
持
つ
人
々
が
住
ん
で
い
ま

す
。泡

瀬
区
は
、
沖
縄
市
の
東
部
地
区
の

中な
か

城
ぐ
す
く

湾
に
面
し
た
地
域
に
あ
り
ま
す
。

泡
瀬
第
三
地
区
は
、
泡
瀬
５
丁
目
と
６

丁
目
の
地
域
で
、
平
坦
な
地
形
が
広
が

り
ま
す
。
地
区
内
の
中
央
部
を
路
線
バ

ス
が
走
り
、
商
店
、
工
業
高
校
、
保
育

園
や
商
店
が
立
ち
並
び
、
徒
歩
圏
内
に

は
ス
ー
パ
ー
や
飲
食
店
も
多
く
あ
る
地

域
で
す
。

「
ワ
ク
ワ
ク
の
達
人
」

～
自
治
会
長
の
思
い
～

「
ワ
ク
ワ
ク
の
達
人
が
い
る
」
…
…
そ

う
聞
い
て
訪
ね
た
、
沖
縄
市
泡
瀬
第
三
地

区
。
沖
縄
市
の
東
部
、
中
城
湾
に
面
し
た

泡
瀬
地
区
の
う
ち
の
泡
瀬
５
丁
目
と
６
丁

目
が
そ
の
エ
リ
ア
で
す
。
１
９
５
０
年
の

泡
瀬
通
信
施
設
の
建
設
に
と
も
な
い
、
こ

の
エ
リ
ア
一
体
が
埋
立
地
と
な
り
、
住
民

が
流
入
し
ま
し
た
。
エ
リ
ア
の
な
か
で
も

最
後
に
開
発
が
進
ん
だ
三
区
は
、
当
初
か

ら
約
１
１
５
０
世
帯
に
大
き
な
変
化
は
な

く
、
現
在
は
２
４
３
３
人
が
暮
ら
し
ま
す
。

海
岸
に
近
い
泡
瀬
第
三
地
区
は
、
他
地

区
に
比
べ
て
高
齢
化
率
も
高
い
地
域
で
、

一
人
暮
ら
し
や
日
中
独
居
、
高
齢
者
の
み

の
世
帯
も
多
く
あ
り
ま
す
。
自
治
会
加
入

率
は
50
％
程
度
と
、
市
内
で
も
加
入
率
の

　沖縄市（2021 年 11 月 30 日現在）

人　口　　　　143,077 人

世帯数　　　　65,167 世帯

高齢者数　　　30,056 人

高齢化率　　　21.0％

年少人口　　　24,307 人

年少人口割合　17.0％

平均年齢　　　41.96 歳

　泡瀬第三地区（2021 年 11 月 30 日現在）

人　口　　　　2,433 人

世帯数　　　　1,136 世帯

高齢者数　　　822 人

高齢化率　　　33.8％

年少人口　　　274 人

年少人口割合　11.3％

平均年齢　　　49.18 歳

泡瀬第三自治会長 仲眞紀子さん
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高
い
地
域
で
は
あ
り
ま
す
が
、
加
入
者
の

多
く
は
高
齢
者
や
高
齢
者
の
い
る
世
帯
で

す
。
防
災
の
観
点
か
ら
も
、
「
万
一
の
と

き
に
連
絡
が
と
れ
る
よ
う
に
」
と
自
治
会

で
は
気
に
な
る
人
に
登
録
を
呼
び
か
け
、

そ
の
家
族
の
連
絡
先
な
ど
を
把
握
し
て
い

ま
す
。

「
空
き
家
が
出
て
も
す
ぐ
次
の
人
が

引
っ
越
し
て
く
る
か
ら
、
世
帯
数
に
大
き

な
変
化
は
な
い
ね
ぇ
」
と
話
す
の
は
、
前

出
の
「
ワ
ク
ワ
ク
の
達
人
」
こ
と
、
泡
瀬

第
三
自
治
会
長
の
仲
眞
紀
子
さ
ん
。
仲
眞

さ
ん
は
、
公
民
館
に
常
駐
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
活
動
を
生
み
出
し
た
り
、
住
民
か

ら
の
困
り
ご
と
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
そ

の
根
底
に
あ
る
の
は
、
「
楽
し
い
こ
と
で

つ
な
が
り
た
い
」と
い
う
強
い
思
い
で
す
。

２
０
１
９
年
４
月
に
７
代
目
の
自
治
会

長
に
就
任
す
る
前
は
、
16
年
ほ
ど
会
計
と

し
て
自
治
会
活
動
に
携
わ
っ
て
き
た
仲
眞

さ
ん
。
「
楽
し
く
な
け
れ
ば
人
は
集
ま
ら

な
い
」
と
い
う
言
葉
ど
お
り
、
公
民
館
で

は
連
日
、
楽
し
い
集
ま
り
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
健
康
体
操
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ま
ー

み
な
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ミ
ニ
デ

イ
な
ど
の
活
動
に
多
く
の
住
民
が
参
加
し

て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
の
冬
に
は
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
公
民
館
を
飾
る
こ
と
を
思
い
つ

き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
飾
り
つ
け

用
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
購
入
し
よ
う

と
す
る
と
、
通
常
配
送
で
は
１
週
間
と
い

う
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
判
明
。
そ
れ
で

は
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
間
に
合
わ
な
い
！

と
、
調
べ
て
み
る
と
、
業
者
か
ら
大
阪
ま

で
は
翌
日
配
送
、
大
阪
か
ら
沖
縄
ま
で
は

宅
配
便
の
利
用
で
１
～
２
日
で
配
送
が
可

能
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
大
阪

の
知
人
に
頼
み
、
い
っ
た
ん
受
け
取
っ
て

も
ら
っ
て
沖
縄
へ
の
配
送
の
手
配
を
依

頼
。
配
送
に
か
か
る
時
間
を
大
幅
に
短
縮

で
き
、ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
の
約
１
週
間
で
、

地
域
住
民
と
と
も
に
公
民
館
を
見
事
に
飾

り
つ
け
た
…
…
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
。

「
配
送
が
間
に
合
わ
な
い
」
と
あ
き
ら
め

る
の
で
は
な
く
、
ど
う
す
れ
ば
そ
れ
が
で

き
る
の
か
、
ど
ん
な
と
き
で
も
そ
の
最
善

の
方
法
を
考
え
て
走
っ
て
い
る
…
…
そ
れ

が
泡
瀬
第
三
自
治
会
で
す
。

泡
瀬
第
三
自
治
会
の

　
　
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

●
ま
ー
み
な
会

沖
縄
の
こ
と
ば
で
、
も
や
し
を
「
ま
ー

み
な
」と
言
い
ま
す
。
ま
ー
み
な
会
と
は
、

文
字
ど
お
り
「
も
や
し
の
会
」
の
こ
と
。

泡
瀬
第
三
公
民
館
で
は
、
毎
週
木
曜
日
の

14
時
か
ら
、
高
齢
者
が
集
ま
っ
て
も
や
し

の
ひ
げ
取
り
を
し
て
い
ま
す
。
４
年
ほ
ど

前
に
始
ま
っ
た
ま
ー
み
な
会
は
、
３
人
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
い
ま
で
は
毎

回
、
８
～
10
人
程
度
が
参
加
し
ま
す
。
女

性
が
多
い
で
す
が
、
と
き
に
は
妻
を
迎
え

に
来
た
夫
が
一
緒
に
参
加
し
、
妻
よ
り
も

夢
中
に
な
る
こ
と
も
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

通
っ
て
い
る
人
も
３
人
ほ
ど
が
参
加
し
て

い
て
、
こ
こ
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
交

換
が
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
言
い
ま
す
。

沖
縄
の
食
卓
に
の
ぼ
る
こ
と
の
多
い

ま
ー
み
な
は
、
量
り
売
り
で
大
量
購
入
し

ま
す
。
「
ひ
げ
を
き
れ
い
に
取
れ
ば
長
持

ち
す
る
の
よ
ね
」
と
話
し
な
が
ら
、
丁
寧

な
仕
事
ぶ
り
。
ひ
げ
取
り
を
し
た
も
や
し

は
重
さ
を
は
か
り
、
再
度
袋
詰
め
を
し
て
、

希
望
者
が
購
入
し
ま
す
。
以
前
は
婦
人
会

の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
購
入
を
呼
び
か
け
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
評
判
が
口
コ
ミ
で
広
が
り
、

最
近
で
は
事
前
の
予
約
で
ほ
と
ん
ど
が
売

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
ー
み
な
の
売
り
上
げ
は
積
み
立
て

て
、
ち
ょ
っ
と
遠
い
と
こ
ろ
に
ラ
ン
チ
や

モ
ー
ニ
ン
グ
に
出
か
け
ま
す
。
わ
ざ
わ
ざ

遠
い
お
店
を
選
ぶ
の
は
、
参
加
者
の
多
く

が
90
歳
前
後
で
、
そ
の
年
代
の
高
齢
者
だ

泡瀬第三公民館外観

もやしのひげ取りに励む
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け
で
は
な
か
な
か
行
く
こ
と
が
で
き
な
い

か
ら
だ
と
言
い
ま
す
。
「
仲
が
い
い
、
元

気
な
お
ば
あ
た
ち
を
家
に
閉
じ
込
め
た
く

な
い
」
と
仲
眞
さ
ん
。
ラ
ン
チ
つ
い
で
に

ド
ラ
イ
ブ
も
楽
し
み
ま
す
。

14
時
か
ら
始
ま
る
ま
ー
み
な
会
で
す

が
、
13
時
に
は
参
加
者
が
続
々
と
公
民
館

に
集
ま
り
ま
す
。
１
時
間
ほ
ど
お
し
ゃ
べ

り
を
楽
し
み
、
ま
ー
み
な
の
ひ
げ
取
り
を

開
始
。
２
時
間
ほ
ど
ひ
げ
取
り
を
し
た
ら
、

16
時
過
ぎ
に
は
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
ま
た

お
し
ゃ
べ
り
が
始
ま
り
ま
す
。

取
材
に
伺
っ
た
日
に
は
、
初
め
て
ま
ー

み
な
会
に
参
加
し
た
と
い
う
女
性
も
。「
昨

日
も
今
日
も
公
民
館
に
来
て
。
み
ん
な
で

お
し
ゃ
べ
り
も
で
き
る
し
、
楽
し
い
わ
」

と
盛
り
上
が
り
ま
す
。

「
ま
ー
み
な
を
買
い
た
い
人
も
多
い
し
、

収
益
も
上
が
る
け
れ
ど
、
参
加
者
が
増
え

て
も
ま
ー
み
な
の
量
は
増
や
さ
な
い
」
と

仲
眞
さ
ん
。
そ
れ
は
、
ま
ー
み
な
会
を
と

お
し
て
、
参
加
者
同
士
の
お
し
ゃ
べ
り
の

時
間
が
何
よ
り
も
た
い
せ
つ
だ
と
考
え
て

い
る
か
ら
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

で
、
ラ
ン
チ
の
お
出
か
け
は
お
休
み
し
て

い
ま
す
が
、
ま
ー
み
な
会
は
広
い
会
場
で

そ
れ
ぞ
れ
が
マ
ス
ク
を
し
、
換
気
を
す
る

な
ど
の
感
染
対
策
を
し
な
が
ら
続
け
て
い

ま
す
。

参
加
者
の
な
か
に
は
、
緊
急
事
態
宣
言

か
ら
家
に
と
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
り
、
体

力
が
低
下
し
て
歩
行
に
ふ
ら
つ
き
が
見
ら

れ
る
な
ど
の
症
状
が
現
れ
て
し
ま
っ
た
人

も
い
ま
す
。
感
染
拡
大
期
に
は
休
止
す
る

こ
と
も
あ
る
ま
ー
み
な
会
で
す
が
、
再
開

し
た
と
き
に
は
「
10
分
で
も
20
分
で
も
、

ゆ
ん
た
く
だ
け
で
も
い
い
か
ら
お
い
で

よ
」
と
、
仲
眞
さ
ん
た
ち
は
声
か
け
を
し

て
い
ま
す
。

あ
る
と
き
、
こ
の
女
性
と
病
院
で
出

会
っ
た
と
い
う
人
は
、こ
の
女
性
か
ら
「
公

民
館
に
行
き
た
い
か
ら
元
気
に
な
り
た

い
」
と
言
っ
て
通
院
し
、
リ
ハ
ビ
リ
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
聞
い
た
と
言
い
ま

す
。
仲
の
い
い
友
だ
ち
と
出
会
い
、
お
し
ゃ

べ
り
を
楽
し
み
、
そ
し
て
自
分
た
ち
が
取

り
組
ん
だ
こ
と
が
誰
か
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
。
そ
う
し
た
循
環
が
、
前
向
き
な
気
持

ち
を
生
み
出
し
て
い
る
の
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

●
声
か
け
隊

２
０
２
０
年
３
月
。
緊
急
事
態
宣
言
に

と
も
な
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
防
止
の
観
点
か
ら
公
民
館
は
閉
館
と
な

り
、
利
用
で
き
な
い
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

「
実
は
、
当
初
は
こ
の
状
況
が
そ
ん
な
に

長
く
続
く
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と

仲
眞
さ
ん
。
閉
館
中
に
、
い
ま
ま
で
気
に

な
っ
て
い
た
け
れ
ど
手
を
つ
け
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
看
板
の
修
理
な
ど
に
取
り

か
か
り
ま
す
。
「
そ
れ
も
あ
っ
と
い
う
間

に
終
わ
っ
ち
ゃ
っ
て
ね
。
１
週
間
が
過
ぎ

て
、
毎
日
の
よ
う
に
顔
を
合
わ
せ
て
い
た

皆
さ
ん
が
ど
う
な
っ
て
る
か
、
気
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
」
と
言
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
仲
眞
さ
ん
自
身
の
あ
る
経

験
が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。
元
気
だ
っ
た

まーみな会

ゆんたくの前に、片づけもみんなで
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母
が
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
た
と
き

に
、
体
力
が
落
ち
、
食
欲
も
な
く
な
り
、

耳
が
聞
こ
え
に
く
く
な
る
と
い
う
身
体
症

状
が
あ
ら
わ
れ
た
の
で
す
。
散
歩
や
公
民

館
活
動
に
誘
い
、
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
な

か
か
ら
少
し
ず
つ
元
気
を
取
り
戻
し
た
と

い
う
母
の
姿
が
重
な
り
ま
し
た
。
「
コ
ロ

ナ
で
家
に
閉
じ
こ
も
り
、
人
と
会
い
、
話

す
機
会
が
な
く
な
っ
た
ら
同
じ
よ
う
な
こ

と
が
起
こ
る
の
で
は
」
と
、
仲
眞
さ
ん
は

危
惧
し
ま
し
た
。
再
び
会
え
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き
に
、
体
力
が
落
ち
て
集
ま
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
元
も
子
も
あ
り

ま
せ
ん
。

緊
急
事
態
宣
言
中
に
、
集
ま
れ
な
く
て

も
体
を
動
か
し
た
り
、
顔
を
見
て
安
心
で

き
る
よ
う
な
何
か
が
で
き
な
い
か
…
…
。

ひ
ら
め
い
た
の
は
、
区
内
ス
ピ
ー
カ
ー
の

活
用
で
し
た
。
毎
日
10
時
と
15
時
の
１
日

２
回
、
区
内
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
利
用
し
て
、

朝
は
ラ
ジ
オ
体
操
、
午
後
は
唱
歌
を
流
し

ま
す
。
ス
ピ
ー
カ
ー
の
近
所
の
家
に
は
、

音
で
迷
惑
を
か
け
る
か
も
し
れ
な
い
、
と

事
前
に
説
明
に
向
か
い
ま
し
た
。
ま
た
、

お
た
よ
り
を
つ
く
っ
て
全
世
帯
に
配
付

し
、
ラ
ジ
オ
体
操
と
唱
歌
の
放
送
を
周
知

し
ま
し
た
。

10
時
に
な
る
と
、
「
家
の
中
で
も
外
で

も
い
い
か
ら
一
緒
に
体
操
し
よ
う
」
な
ど

と
Ｄ
Ｊ
風
に
仲
眞
さ
ん
が
元
気
よ
く
呼
び

か
け
、
ラ
ジ
オ
体
操
が
始
ま
り
ま
す
。
終

わ
る
と
、
「
『
自
治
会
長
散
歩
』
に
行
き
ま

す
よ
ー
」
と
区
内
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
声
か

け
。
シ
ル
バ
ー
カ
ー
に
小
さ
な
ス
ピ
ー

カ
ー
を
載
せ
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

音
楽
を
流
し
な
が
ら
散
歩
し
ま
す
。
特
に

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
を
気
に
か

け
て
歩
き
、
「
15
時
に
は
歌
を
流
す
か
ら

一
緒
に
歌
お
う
ね
ー
」
な
ど
と
声
か
け
を

し
ま
す
。
15
時
の
唱
歌
は
、
曜
日
ご
と
に

曲
を
決
め
て
い
ま
す
。
歌
詞
カ
ー
ド
を
つ

く
り
、
地
域
の
広
報
紙
な
ど
を
配
付
す
る

協
力
員
の
力
も
借
り
て
、
各
世
帯
に
配
付

し
て
い
ま
す
。
「
今
日
の
歌
は
よ
か
っ
た

よ
」
な
ど
の
感
想
も
届
い
て
い
る
と
言
い

ま
す
。

毎
日
歩
い
て
巡
る
こ
と
が
た
い
へ
ん
に

な
っ
た
た
め
、
自
治
会
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
で

ま
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
軽
ト
ラ
ッ

ク
に
は
バ
ス
タ
オ
ル
で
マ
ス
ク
を
模
し
て

か
ぶ
せ
、
マ
ス
ク
の
着
用
も
呼
び
か
け
た

り
、
マ
ス
ク
が
な
い
人
に
は
マ
ス
ク
を
手

渡
し
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

緊
急
事
態
宣
言
が
明
け
公
民
館
活
動
が

再
開
す
る
と
、
公
民
館
の
仕
事
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
仲
眞
さ
ん
が
地
域
の
気
に
な
る

人
に
声
を
か
け
続
け
る
こ
と
が
難
し
く
な

り
ま
し
た
。
泡
瀬
第
三
自
治
会
は
、
婦
人

会
の
結
束
力
が
強
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

婦
人
会
に
「
一
緒
に
声
を
か
け
て
い
か
な

い
？
」
と
呼
び
か
け
ま
す
。
「
自
分
の
班

だ
け
で
い
い
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
声
を
か
け

て
く
れ
な
い
？
」
と
言
う
と
、
12
人
ほ
ど

が
賛
同
し
ま
し
た
。
お
そ
ろ
い
の
赤
い
ポ

ロ
シ
ャ
ツ
を
作
成
し
、
２
０
２
０
年
８
月

18
日
に
「
声
か
け
隊
」
を
結
成
！
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
な
ど
を
中

心
に
、
声
か
け
隊
に
よ
る
見
守
り
や
声
か

け
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
声
か
け

隊
の
人
数
は
徐
々
に
増
え
、
現
在
は
28
人
。

声かけ隊

おそろいの赤いポロシャツとマスクが声かけ隊の目印
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全
20
班
あ
る
泡
瀬
三
区
で
す
が
、
各
班
に

１
～
２
人
の
声
か
け
隊
が
い
る
こ
と
に
な

り
、
そ
れ
で
も
ど
う
し
て
も
手
が
足
り
な

い
と
き
に
は
自
治
会
の
役
員
が
声
を
か
け

ま
す
。

「
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
や
高
齢
者
世
帯

が
多
い
地
域
だ
か
ら
、
顔
を
見
て
お
か
な

い
と
不
安
な
の
よ
。
声
を
か
け
た
ら
、
何

か
あ
っ
た
と
き
に
も
話
し
て
く
れ
る
か

ら
」
と
仲
眞
さ
ん
。
声
か
け
隊
が
ス
タ
ー

ト
し
て
、
住
民
の
「
入
院
し
て
い
る
」
「
電

球
が
切
れ
た
」
な
ど
の
情
報
が
、
い
ま
ま

で
以
上
に
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
「
引
っ
越
し
を
す
る
の
だ
け
ど
、
植

木
は
自
分
で
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
て

困
っ
て
い
る
」
と
い
う
声
が
あ
が
っ
た
と

き
に
は
市
社
協
に
つ
な
ぎ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
派
遣
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
。

住
民
も
、
声
か
け
隊
の
訪
問
を
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
声
か
け
隊
の
女

性
は
、
「
声
を
か
け
に
行
っ
て
い
る
お
宅

は
昔
か
ら
よ
く
知
っ
て
い
る
方
ば
か
り
で

す
。
私
の
家
族
の
こ
と
も
よ
く
ご
存
じ
で
、

こ
ち
ら
の
こ
と
も
気
に
し
て
言
葉
を
か
け

て
も
ら
う
こ
と
も
多
い
ん
で
す
よ
。
私
も

お
会
い
し
て
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
の
が
楽

し
み
な
ん
で
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

●
防
災
訓
練

泡
瀬
第
三
自
治
会
で
は
、
年
１
回
の
防

災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
津
波
を
想

定
し
、
例
年
は
避
難
訓
練
な
ど
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
２
０
２
１
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
、
集
合
で

の
避
難
訓
練
を
中
止
。
そ
の
か
わ
り
、
４

日
間
の
う
ち
の
都
合
の
い
い
日
に
挑
戦
す

る
防
災
訓
練
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
実
施
し

ま
し
た
。
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
で
は
、
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
形
式
で
防
災
に
ま
つ
わ

る
ク
イ
ズ
な
ど
を
答
え
る
ス
ポ
ッ
ト
を
設

け
、
避
難
ル
ー
ト
を
歩
く
形
式
で
す
。
「
い

ま
、
い
る
場
所
」
「
海
抜
」
な
ど
を
答
え
、

避
難
ル
ー
ト
の
ゴ
ー
ル
ま
で
の
所
要
時
間

を
カ
ウ
ン
ト
し
ま
す
。

家
族
や
友
人
な
ど
、
少
人
数
で
参
加

し
、
す
べ
て
の
ス
ポ
ッ
ト
を
ま
わ
っ
た
ら

公
民
館
で
答
え
合
わ
せ
し
、
参
加
賞
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
防
災
に
つ

い
て
考
え
、
そ
し
て
外
出
の
機
会
を
つ
く

り
、
公
民
館
で
言
葉
を
交
わ
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
体
調
を
気
に
か
け
合
う
。
コ
ロ
ナ
禍

で
生
ま
れ
た
新
し
い
防
災
訓
練
の
か
た
ち

で
す
。

●
夏
休
み
こ
ど
も
ラ
ン
チ

２
０
２
１
年
夏
。
コ
ロ
ナ
禍
で
仕
事
を

が
ん
ば
っ
て
い
る
保
護
者
を
応
援
し
よ
う

と
、
夏
休
み
中
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

「
夏
休
み
こ
ど
も
ラ
ン
チ
」
を
計
画
し
ま

し
た
。
予
算
は
寄
付
で
ま
か
な
う
べ
く
、

声をかけ、気にかけてもらうお互い様の関係

ウォークラリーのチェックポイントで

（写真提供：泡瀬第三自治会）

家族と、近所の人と、避難訓練ウォークラリー

（写真提供：泡瀬第三自治会）

夏休みこどもランチで子どもたちの元気も確認

（写真提供：泡瀬第三自治会）
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自
治
会
だ
よ
り
な
ど
を
使
っ
て
地
域
に

「
こ
ど
も
ラ
ン
チ
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
、

資
金
や
食
材
の
提
供
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
緊
急
事
態
宣
言
の
延
長
に
よ
り
、
ラ

ン
チ
は
断
念
し
て
お
弁
当
の
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
に
切
り
替
え
ま
し
た
が
、
約
１
か
月
の

期
間
中
（
実
施
日
は
20
日
間
）
、
一
日
平

均
50
食
の
お
弁
当
の
提
供
を
し
ま
し
た
。

こ
の
お
弁
当
は
無
料
で
、
自
治
会
員
・

非
会
員
を
問
わ
ず
、
泡
瀬
第
三
地
区
に
住

ん
で
い
る
子
ど
も
な
ら
ば
利
用
が
可
能
で

す
。
料
理
を
つ
く
る
の
は
婦
人
会
が
中
心

と
な
り
、
地
元
の
お
惣
菜
屋
さ
ん
か
ら
食

材
の
提
供
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

週
４
回
の
開
催
の
う
ち
、
婦
人
会
の
メ

ン
バ
ー
が
腕
を
ふ
る
う
の
は
２
日
。
そ
れ

以
外
の
日
は
、
公
民
館
名
物
の
カ
レ
ー
や

地
元
の
飲
食
店
か
ら
提
供
さ
れ
た
食
材
を

使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
そ
れ
で
も
、
婦

人
会
の
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
毎
週
２
回
の

お
弁
当
づ
く
り
は
た
い
へ
ん
だ
っ
た
の
で

は
、
と
思
い
き
や
、
こ
こ
に
も
泡
瀬
第
三

地
区
流
の
工
夫
が
あ
り
ま
し
た
。
婦
人
会

の
メ
ン
バ
ー
に
、
「
あ
な
た
は
何
の
料
理

が
得
意
？
」
と
聞
く
と
、
あ
る
人
は
「
ゴ
ー

ヤ
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
」
、
ま
た
別
の
人
は
「
卵

焼
き
」
と
い
ろ
い
ろ
な
答
え
が
返
っ
て
き

ま
す
。
そ
こ
で
、
小
分
け
の
カ
ッ
プ
を
渡

し
、
「
得
意
な
料
理
を
１
品
だ
け
つ
く
っ

て
、
こ
の
カ
ッ
プ
に
小
分
け
し
て
持
っ
て

き
て
」
と
頼
ん
だ
の
で
す
。
何
品
も
の
料

理
を
つ
く
る
こ
と
は
た
い
へ
ん
で
も
、
１

品
特
化
で
し
か
も
得
意
な
料
理
な
ら
ば
、

と
メ
ン
バ
ー
が
腕
を
振
る
い
ま
す
。
関
わ

る
メ
ン
バ
ー
が
増
え
て
い
く
に
し
た
が

い
、
お
弁
当
の
品
数
も
だ
ん
だ
ん
多
く
な

り
、
豪
華
な
お
弁
当
に
。
終
わ
る
こ
ろ
に

は
メ
ン
バ
ー
か
ら
、
「
こ
の
く
ら
い
で
本

当
に
よ
か
っ
た
の
？
ま
だ
ま
だ
で
き
る
わ

よ
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
る
ほ
ど
。
負
担

感
は
少
な
く
、
そ
れ
以
上
に
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
や
「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
に
、

婦
人
会
の
メ
ン
バ
ー
の
や
り
が
い
に
も
つ

な
が
り
ま
し
た
。

「
予
定
よ
り
も
寄
付
金
が
多
く
集
ま
っ

た
か
ら
」
と
、
残
金
で
公
民
館
カ
レ
ー
の

日
に
ト
ン
カ
ツ
用
の
豚
肉
を
注
文
し
よ
う

と
す
る
と
、
「
自
分
た
ち
に
も
協
力
さ
せ

て
ほ
し
い
」
と
無
償
提
供
さ
れ
た
と
言
い

こどもランチ

夏休みこどもランチにはたくさんの食材

の寄贈も　 （写真提供：泡瀬第三自治会）

婦人会による夏休みこどもランチ。たく

さんのおかずが届きます

（写真提供：泡瀬第三自治会）
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ま
す
。
地
域
の
気
に
か
け
合
い
の
思
い
が

広
が
っ
て
い
る
温
か
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で

す
。

●
地
域
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

泡
瀬
第
三
自
治
会
で
毎
年
開
催
す
る
夏

祭
り
は
、
地
域
外
か
ら
も
来
客
が
あ
る
な

ど
約
８
０
０
人
が
集
ま
る
大
賑
わ
い
の
も

の
で
し
た
。
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
流
行
に
よ
り
、
そ
う
し
た
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
も
難
し
く
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
は
、
「
自
粛
が
続
き
、
子

ど
も
た
ち
も
活
動
が
制
限
さ
れ
て
い
る
。

何
か
で
き
な
い
か
」
と
考
え
、
中
止
に
す

る
の
で
は
な
く
、
工
夫
を
し
て
開
催
す
る

方
法
を
選
択
し
ま
し
た
。
時
期
を
「
感
染

者
が
少
な
い
今
の
時
期
に
」
と
７
月
中
旬

の
土
曜
日
に
設
定
。
幅
広
く
参
加
を
募
る

の
で
は
な
く
、
自
治
会
会
員
、
第
三
支
部

会
員
な
ど
を
対
象
と
し
た
会
員
祭
り
と
し

て
、
事
前
申
し
込
み
制
に
し
て
来
場
者
を

把
握
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
大
人
数
で
の

混
雑
を
避
け
る
こ
と
に
加
え
、
万
一
、
罹

患
者
が
出
た
場
合
に
も
連
絡
を
ス
ム
ー
ズ

に
と
る
た
め
の
方
策
で
す
。
さ
ら
に
、
例

年
は
会
場
で
飲
食
が
で
き
ま
し
た
が
、
持

ち
帰
り
の
弁
当
を
渡
し
て
会
場
で
の
飲
食

は
行
わ
な
い
、
基
本
は
屋
外
で
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
隣
の
テ
ン
ト
と
の
間
隔
を
十

分
に
と
る
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
の
発
表
は

室
内
で
行
う
が
、
観
客
は
外
の
テ
ン
ト
か

ら
見
る
、な
ど
の
工
夫
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
を
迎
え
る
新
年
会
も
、
感

染
拡
大
時
期
と
重
な
り
中
止
…
…
と
思
い

き
や
、「
ペ
ー
パ
ー
新
年
会
」を
開
催
。
ペ
ー

パ
ー
新
年
会
は
、
自
治
会
だ
よ
り
に
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し
、
各
自

が
好
き
な
と
き
に
そ
の
動
画
を
視
聴
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。
地
域
住
民
な
ど
が
歌

や
踊
り
を
動
画
で
披
露
し
、
各
家
庭
で
楽

し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
住
民
が

初
詣
に
出
か
け
る
泡
瀬
ビ
ジ
ュ
ル
（
神
社
。

石
神
を
信
仰
の
対
象
と
す
る
）
も
年
末
年

始
期
間
が
閉
鎖
さ
れ
た
た
め
、「
バ
ー
チ
ャ

ル
初
詣
」
と
し
て
ビ
ジ
ュ
ル
を
参
拝
す
る

動
画
も
作
成
。
会
え
な
く
て
も
楽
し
さ
を

共
有
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
が
あ
ふ
れ
出
て
き

ま
す
。

２
０
２
１
年
４
月
に
は
、
子
ど
も
会
が

中
心
と
な
っ
て
、
地
域
の
川
に
手
づ
く
り

の
こ
い
の
ぼ
り
を
飾
り
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
も
一
緒
に
飾
り
つ
け
を
行
い
、
コ
ロ

ナ
禍
の
地
域
に
明
る
い
話
題
が
広
が
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
７
月
に
は
七
夕
の
短
冊
を

川
に
飾
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
猛
威
を
ふ
る
う
時
期
で
も
、
屋
外
で

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
な
が
ら
、

絆
を
深
め
て
い
ま
す
。

住
民
の
多
く
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
終
え

た
11
月
に
は
、
感
染
の
縮
小
期
と
も
重
な

り
、
秋
の
お
楽
し
み
会
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ラ
イ
ブ
」
を
開
催
。
来
場
者
に
は
マ
ス
ク

と
フ
ェ
イ
ス
ガ
ー
ド
の
着
用
を
呼
び
か

け
、
感
染
対
策
に
も
配
慮
を
し
つ
つ
、
音

楽
ス
テ
ー
ジ
や
獅
子
舞
な
ら
ぬ
「
牛
舞
い
」

な
ど
の
出
し
も
の
で
、
住
民
が
つ
ど
い
、

楽
し
む
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
「
や
っ
ぱ

り
、
人
と
会
い
、
顔
を
見
て
笑
い
合
う
こ

お付き合いを始めたばかりのカップルが七夕

に願いを込めて…12 月には結婚の報告が

（写真提供：泡瀬第三自治会）

鯉のぼりを見学に来る保育園児たち

（写真提供：泡瀬第三自治会）

秋のお楽しみ会～ミュージックライブの様子

（写真提供：泡瀬第三自治会）

七夕に願いを込めて

（写真提供：泡瀬第三自治会）
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と
が
一
番
。
そ
れ
で
元
気
も
も
ら
え
る
し
、

安
心
に
も
つ
な
が
る
」
と
仲
眞
さ
ん
は
話

し
ま
す
。

●
地
域
振
興
券

２
０
２
０
年
夏
の
会
員
祭
り
。
そ
れ
ま

で
の
夏
祭
り
で
は
、
市
外
の
大
型
店
舗
で

購
入
し
た
景
品
を
抽
選
会
で
渡
し
て
い
ま

し
た
が
、
「
コ
ロ
ナ
禍
で
困
っ
て
い
る
の

は
地
域
の
お
店
も
同
じ
。
地
域
の
お
店
を

買
い
も
の
で
応
援
で
き
れ
ば
」
と
、
地
域

振
興
券
を
作
成
し
ま
し
た
。
地
域
の
お
店

に
協
力
を
呼
び
か
け
る
と
、
飲
食
店
、
理

髪
店
、
雑
貨
店
な
ど
11
店
（
現
在
は
12
店
）

が
快
諾
。
空
く
じ
な
し
の
抽
選
会
で
地
域

振
興
券
を
渡
す
と
、
来
場
者
に
も
と
て
も

好
評
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
敬

老
行
事
も
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、
そ
の

際
に
も
地
域
振
興
券

を
製
作
。
声
か
け
隊

が
お
弁
当
と
地
域
振

興
券
を
持
っ
て
80
歳

以
上
の
高
齢
者
宅
を

訪
問
し
ま
し
た
。
そ

の
後
も
、
秋
の
お
楽

し
み
会
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
ラ
イ
ブ
」
の
抽
選

会
で
も
発
行
し
て
い

ま
す
。

地
区
に
開
店
し
た
ば
か
り
の
お
店
で
も

使
え
る
こ
と
も
あ
り
、
住
民
が
そ
の
店
舗

を
訪
れ
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
間
も
な
い
精
肉
店
の
店
主
は
、

「
地
域
振
興
券
の
お
か
げ
で
地
域
の
人
が

た
く
さ
ん
買
い
も
の
に
来
て
く
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。
お
店
を
買
い

も
の
で
応
援
す
る
こ
と
で
、
お
店
も
ま
た

地
域
行
事
な
ど
に
一
肌
脱
い
で
く
れ
る
と

い
う
循
環
が
い
っ
そ
う
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
な
に
よ
り
、
買
い
も
の
を
し

な
が
ら
の
お
し
ゃ
べ
り
は
、
貴
重
な
地
域

の
情
報
交
換
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

公
民
館
を
中
心
に
、
地
域
の
つ
な
が
り
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

●
道
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

沖
縄
市
で
は
、
建
設
部
道
路
課
の
事
業

と
し
て
、
地
域
の
道
路
を
清
掃
す
る
住
民

グ
ル
ー
プ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
助
成
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
泡
瀬
第
三
地
区
で
も
、

男
性
を
中
心
と
し
た
10
人
ほ
ど
の
道
路
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
道
路
の
植
え
込
み
の
草

取
り
な
ど
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

「
男
性
に
こ
そ
参
加
し
て
ほ
し
か
っ
た
」

と
仲
眞
さ
ん
。
定
年
退
職
後
の
夫
が
家
に

い
る
、
と
い
う
お
宅
に
出
向
き
、
「
力
を

貸
し
て
ほ
し
い
」
と
頼
み
ま
す
。
「
そ
こ

ま
で
言
う
な
ら
、
と
し
ぶ
し
ぶ
始
め
た
男

性
が
、
道
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
ま
っ
て

る
ん
で
す
よ
」
と
話
し
ま
す
。

当
初
は
月
１
回
の
活
動
を
想
定
し
て
い

た
道
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
が
、
活
動
を

始
め
た
男
性
た
ち
は
、
「
植
栽
の
あ
る
植

樹
マ
ス
内
の
草
取
り
だ
け
で
な
く
、
花
を

植
え
た
い
」
「
花
を
植
え
る
た
め
の
穴
を

敬老会のイベントは中止でも、地域振興券を配布。

来館の折りにも振興券のお礼を

（写真提供：泡瀬第三自治会）

地域振興券
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掘
ろ
う
」
と
大
活
躍
。
月
１
回
で
は
も
の

足
り
な
い
と
、
現
在
は
毎
週
土
曜
日
の
午

前
中
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

花
を
植
え
て
い
く
と
、
今
度
は
そ
の
花

に
水
を
ま
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で

す
が
、
地
区
内
の
植
樹
マ
ス
に
植
え
た
花

へ
の
毎
日
の
水
や
り
は
、
道
路
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
だ
け
で
ま
か
な
う
こ
と
は
難
し

い
。
「
気
が
つ
い
た
ら
、
道
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
男
性
た
ち
が
、
近
所
の
人
に
声
か
け

を
し
て
い
た
ん
で
す
。
自
宅
の
前
だ
け
水

を
ま
い
て
ほ
し
い
、
水
を
ま
く
た
め
に
水

道
を
貸
し
て
ほ
し
い
、
っ
て
」
と
仲
眞
さ

ん
。
地
域
の
環
境
を
気
に
す
る
人
が
、
一

人
、
ま
た
一
人
と
増
え
て
い
っ
て
い
た
の

で
す
。

あ
る
と
き
、
歩
い
て
い
た
仲
眞
さ
ん
は
、

「
あ
れ
、
な
ん
だ
ろ
う
？
」
と
植
樹
マ
ス

を
覗
き
込
み
ま
す
。
「
こ
ん
な
花
、
咲
い

て
い
た
か
し
ら
？
」
。
近
寄
っ
て
み
る
と
、

そ
れ
は
造
花
。
花
が
少
な
い
時
期
に
、
少

し
で
も
地
域
が
明
る
く
な
る
よ
う
に
と
誰

か
が
造
花
を
咲
か
せ
た
の
だ
と
言
い
ま

す
。
ほ
か
に
も
、
マ
ス
コ
ッ
ト
や
石
こ
う

で
つ
く
っ
た
手
づ
く
り
の
鯛
な
ど
が
置
か

れ
て
い
る
場
所
が
あ
り
、「
楽
し
く
て
笑
っ

ち
ゃ
う
わ
よ
ね
」
と
言
い
ま
す
。
地
域
が

明
る
く
な
る
よ
う
な
、
誰
か
の
ち
ょ
っ
と

し
た
遊
び
心
と
心
遣
い
。
楽
し
さ
の
輪
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
長
は

「
地
域
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
」

自
治
会
で
は
、
月
１
回
、
市
社
協
、
担

当
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
福
祉
連
絡

会
を
開
催
、
地
域
の
情
報
交
換
を
し
て
い

ま
す
。
「
楽
し
い
こ
と
も
気
に
な
る
こ
と

も
共
有
し
ま
す
。
得
る
も
の
が
多
い
た
い

せ
つ
な
時
間
」と
仲
眞
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

そ
し
て
、「
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
な
？

と
こ
の
場
で
も
い
つ
も
、
ア
ン
テ
ナ
を
立

て
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
言
い
ま
す
。

泡
瀬
第
三
自
治
会
を
担
当
エ
リ
ア
と
す

る
、
沖
縄
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
東

部
北
で
第
２
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
務
め
る
中
田
有
彦
さ
ん
は
、
「
私

の
担
当
エ
リ
ア
の
自
治
会
は
、ど
こ
も
『
め

げ
な
い
』
地
域
で
す
ね
。
皆
さ
ん
そ
う
い

う
傾
向
に
あ
る
感
じ
で
す
。
自
治
会
長
さ

ん
が
熱
心
な
の
は
、
自
分
た
ち
が
住
ん
で

い
る
と
こ
ろ
、
自
分
た
ち
の
地
域
が
好
き

だ
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

さ
ら
に
、「
泡
瀬
第
三
地
区
は
、
会
長
が
『
楽

し
い
こ
と
を
や
っ
て
い
け
ば
、
自
治
会
も

地
域
も
活
動
的
に
な
る
か
ら
、
自
分
が
率

先
し
て
や
っ
て
い
く
』
と
話
さ
れ
て
い
ま

す
。
自
分
も
楽
し
い
し
、
自
分
が
楽
し
い

こ
と
を
や
っ
た
ら
み
ん
な
も
楽
し
く
な
る

　道路ボランティアと
　　　　　　　　　水まき隊

造花や置きものがある、遊び心いっぱいの植え込み

公民館の草花に水やりをする笑顔をパチリ

（写真提供：泡瀬第三自治会）
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と
い
う
思
い
の
も
と
に
、
い
ろ
い
ろ
な
活

動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、『
地

域
の
た
め
』
と
言
い
ま
す
が
、
会
長
も
地

区
の
皆
さ
ん
も
、
と
て
も
楽
し
そ
う
で
す

ね
。
会
長
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
関
わ
っ

て
も
ら
う
と
き
も
、
楽
し
い
巻
き
込
み
方

を
伝
え
て
い
て
、
み
ん
な
が
受
け
入
れ
や

す
い
よ
う
な
話
を
さ
れ
て
、
住
民
に
も
受

け
入
れ
や
す
い
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
人
に
情
熱
を
持
た

せ
る
の
が
上
手
な
方
な
ん
で
す
」
と
も
。

泡
瀬
第
三
地
区
は
坂
が
少
な
く
、
買
い

も
の
に
も
歩
い
て
行
け
る
利
便
性
に
恵

ま
れ
た
地
域
で
も
あ
る
た
め
、「
普
段
か

ら
、
歩
い
て
い
る
人
を
よ
く
見
か
け
ま

す
」
と
中
田
さ
ん
。
公
民
館
で
行
事
が
あ

る
と
き
も
、「
大
き
な
駐
車
場
は
あ
る
も
の

の
、
歩
い
て
公
民
館
ま
で
来
る
人
が
多
い
」

と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
を
持
っ
て
い
ま
す
。

担
当
地
域
の
な
か
で
泡
瀬
第
三
地
区
は
高
齢
化

が
も
っ
と
も
高
い
地
域
で
は
あ
り
ま
す
が
、

介
護
認
定
率
は
も
っ
と
も
低
く
、
こ
う
し

た
日
常
の
行
動
が
健
康
づ
く
り
に
一
役
を

買
っ
て
い
る
こ
と
も
推
察
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
自
治
会
活
動
で
大
き
な
力
を

発
揮
す
る
婦
人
会
の
連
絡
に
、
グ
ル
ー
プ

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
導
入
。
最
初
は
「
で
き
な
い
」

と
言
っ
て
い
た
人
も
、
使
っ
て
い
る
う
ち

に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
聞
い
た
中
田
さ
ん
。
「
婦
人
会

内
の
連
絡
で
や
り
方
を
覚
え
て
、
遠
く
に

住
む
家
族
と
も
や
り
と
り
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
話
も
聞
い
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
離
れ
て
住
む
家
族
と
は
会
い

づ
ら
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
新
し
い

つ
な
が
り
方
を
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
く
、
こ
れ
も
自
治
会
の
力
で

す
よ
ね
」
と
言
い
ま
す
。
「
自
治
会
長
さ

ん
は
、
地
域
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
イ

ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
よ
う
な
も
の
」
と
笑

い
ま
す
。

沖
縄
市
の
考
え
る

こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り

沖
縄
市
で
は
、
２
０
２
１
年
12
月
16
日

に
「
高
齢
者
サ
ロ
ン
交
流
会

地
域
の
お

宝
発
表
会
」
を
開
催
し
、
３
か
所
の
高

齢
者
サ
ロ
ン
の
発
表
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
実
践
者
と
担
当
す
る
第
２
層
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
発
表
し
た
サ
ロ

ン
の
実
践
か
ら
は
、
定
期
的
に
開
催
さ
れ

て
い
る
サ
ロ
ン
の
た
い
せ
つ
さ
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
日
常
の
つ
な

が
り
や
気
に
か
け
合
い
の
様
子
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

沖
縄
市
健
康
福
祉
部
介
護
保
険
課
地
域

支
援
担
当
主
査
の
長
嶺
み
ど
り
さ
ん
は
、

「
沖
縄
市
は
、
後
期
高
齢
化
率
が
９
％
程

度
で
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
高
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
高
齢
者
が
元
気
で
活
躍
し
て
い
く
土

壌
を
つ
く
っ
て
い
く
準
備
期
間
と
と
ら
え

て
い
ま
す
。
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
を

き
っ
か
け
に
、
私
た
ち
も
地
域
の
関
係
者

と
一
緒
に
そ
う
し
た
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
」
と

話
し
ま
す
。
で
す
が
、
進
め
て
き
た
矢
先

に
訪
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。
「
地

域
の
方
々
の
意
識
が
高
ま
り
、
取
り
組
み

が
進
ん
で
き
た
と
い
う
実
感
を
得
た
と
き

に
コ
ロ
ナ
が
来
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
正
直
な

と
こ
ろ
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
っ
て

し
ま
っ
て
い
な
い
か
と
心
配
だ
っ
た
ん
で

す
が
、
実
は
地
域
の
皆
さ
ん
も
危
機
意
識

を
感
じ
て
い
て
、
地
域
活
動
を
や
り
た
い

と
い
う
気
持
ち
を
持
ち
な
が
ら
待
っ
て
い

た
こ
と
も
同
時
に
わ
か
っ
た
ん
で
す
。
コ

ロ
ナ
が
あ
っ
た
か
ら
、
そ
う
し
た
住
民
の

機
運
の
高
ま
り
を
強
く
感
じ
た
と
も
言
え

ま
す
」
と
長
嶺
さ
ん
。

も
と
も
と
、「
沖
縄
県
全
体
と
し
て
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
率
が
と
て
も
高
く
、
介

護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
ち
ょ
っ

と
足
腰
が
悪
く
な
っ
た
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

に
つ
な
が
っ
て
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な

が
っ
た
ら
そ
こ
が
居
場
所
に
な
っ
て
卒
業

が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
課
題
が

あ
り
ま
し
た
。
地
域
の
通
い
の
場
が
な

い
と
い
う
の
が
沖
縄
市
の
課
題
だ
っ
た
の

で
す
が
、
い
ま
は
通
い
の
場
が
少
し
ず
つ

増
え
て
、
高
齢
者
の
方
に
地
域
で
過
ご
せ

第２層生活支援コーディネーター

　中田有彦さん

左から、長嶺みどりさん、又吉佳菜さん、黛生世さん、

髙江洲純子さん

（沖縄市健康福祉部介護保険課地域支援担当）
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る
場
所
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
地
域
づ
く
り
が

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
進
め
ば
、
そ
の
効
果

は
大
き
く
出
る
だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
長
嶺
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

同
課
の
保
健
師
の
又
吉
佳
菜
さ
ん
は
、

「
コ
ロ
ナ
流
行
前
ま
で
は
、
介
護
予
防
の

観
点
か
ら
週
1
回
、
月
1
回
な
ど
定
期
的

に
参
加
で
き
る
サ
ロ
ン
づ
く
り
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。
第
２
層
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
地
域
住
民
の
ご
協
力
も

あ
っ
て
、
活
動
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
多
く
の
活
動
が

休
止
さ
れ
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
元
気
に
活
動
に
参
加
さ
れ
て
い
た
方

の
体
力
低
下
や
生
活
へ
の
不
安
の
声
が
あ

り
、
改
め
て
サ
ロ
ン
活
動
の
意
義
や
、
活

動
以
外
の
日
頃
の
支
え
合
い
の
大
切
さ
を

実
感
で
き
ま
し
た
。
第
２
層
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
も
そ
の
た
い
せ
つ

さ
を
共
有
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
変

わ
ら
ず
続
く
つ
な
が
り
（
地
域
の
お
宝
）

を
発
見
し
、
見
え
る
化
し
、
地
域
の
方
々

や
専
門
職
に
そ
の
価
値
を
意
識
づ
け
て
行

こ
う
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
と
も
に
取
り

組
め
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
「
活
動

を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
い
ま
あ
る
つ
な

が
り
を
発
見
し
、
意
味
づ
け
を
し
て
い

く
。
そ
れ
を
見
え
る
化
し
て
み
ん
な
で
共

有
す
る
こ
と
で
、
住
民
さ
ん
の
意
識
が
変

わ
っ
て
き
て
、
自
主
的
な
活
動
が
生
ま
れ

て
く
る
。
そ
れ
は
時
間
を
か
け
て
で
き
て

い
く
も
の
だ
、
と
い
こ
と
が
よ
う
や
く
腑

に
落
ち
て
、
動
き
や
す
く
な
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
地
域
の
つ
な
が
り

に
し
っ
か
り
目
を
向
け
て
、
そ
う
い
う
こ

と
が
地
域
の
お
宝
で
、
健
康
を
保
つ
活
動

だ
と
い
う
こ
と
を
発
信
す
る
こ
と
が
必
要

で
、
第
２
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
長
嶺
さ
ん
。
た
だ
、

コ
ロ
ナ
禍
の
不
安
で
、
高
齢
者
の
転
倒
や

骨
折
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
ま

す
。
「
介
護
保
険
事
業
対
象
者
の
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
を
見
る
と
、
多
く
の
人
が
転
倒

や
骨
折
に
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
り
ま
し
た
。
外

出
が
減
り
、
体
力
や
筋
力
の
低
下
が
数
字

に
も
表
れ
て
い
ま
す
。
地
域
活
動
に
積
極

的
に
参
加
す
る
人
は
自
主
的
に
出
か
け
て

い
か
れ
ま
す
が
、
そ
う
で
は
な
い
人
た
ち

の
こ
と
も
地
域
の
皆
さ
ん
が
気
遣
っ
て
声

を
か
け
た
と
き
に
、
そ
こ
で
気
に
な
っ
た

こ
と
を
ど
こ
に
知
ら
せ
た
ら
い
い
の
か
、

ど
こ
で
共
有
し
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か

を
考
え
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
も
あ

わ
せ
て
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」
。

ワ
ク
ワ
ク
を
つ
な
げ
、

　
　
広
げ
る
地
域
づ
く
り

泡
瀬
第
三
地
区
で
は
、
ち
ょ
っ
と
気
に

な
る
人
が
い
た
と
き
に
は
、
そ
の
人
の
経

歴
や
趣
味
を
聞
き
、
得
意
な
こ
と
を
地
域

活
動
と
結
び
つ
け
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

昔
、
肉
屋
で
働
い
て
い
た
と
い
う
男
性
は
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
と
き
に
肉
を
焼
い
て
も

ら
い
、
み
ん
な
で
舌
鼓
を
打
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
あ
る
と
き
、
地
域
の
住
民
が

業
者
に
よ
る
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
た
と
わ
か
り
ま
し
た
。
ワ
ン
コ
イ

ン
で
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
を
解
決
し

て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
は
手
軽
で
魅
力
的
で

す
が
、
仲
眞
さ
ん
は
「
危
機
感
を
覚
え
た
」

と
振
り
返
り
ま
す
。
「
相
談
し
て
く
れ
れ

ば
、
地
区
の
誰
か
が
そ
の
人
の
力
に
な
れ

る
の
に
。
も
っ
と
も
っ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
っ
て
、
絆
を
深
め
て
い
か
な

け
れ
ば
と
感
じ
た
」
と
話
し
ま
す
。

家
族
や
身
近
な
人
が
閉
じ
こ
も
り
が
ち

だ
と
聞
く
と
、
「
公
民
館
に
来
た
ら
、
楽

し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
よ
。
一
度
一

緒
に
来
て
み
て
よ
」
と
声
を
か
け
ま
す
。

１
回
来
た
ら
、
「
明
日
は
こ
ん
な
楽
し
い

こ
と
が
あ
る
よ
。
別
の
日
は
こ
ん
な
こ
と

も
や
っ
て
る
よ
」
と
誘
い
ま
す
。
「
来
た

ら
楽
し
い
か
ら
、
ま
た
次
も
来
よ
う
っ
て

な
り
ま
す
よ
」
。

再
び
の
感
染
拡
大
で
、
公
民
館
で
「
集

ま
る
」
活
動
が
止
ま
っ
て
も
、
「
そ
の
と

き
は
ま
た
、
ラ
ジ
オ
体
操
か
な
。
や
っ
て

み
て
、
こ
れ
が
大
事
だ
と
わ
か
っ
て
い
る

か
ら
、
そ
れ
を
ま
た
す
る
だ
け
の
こ
と
よ
」

と
仲
眞
さ
ん
は
明
る
く
話
し
ま
す
。

気
に
な
る
人
は
ほ
う
っ
て
お
か
な
い
。

そ
の
人
の
得
意
な
こ
と
を
地
域
活
動
と
つ

な
げ
て
、
地
域
に
「
あ
な
た
じ
ゃ
な
け
れ

ば
」
と
い
う
出
番
を
つ
く
っ
て
い
く
。
そ

の
人
の
ワ
ク
ワ
ク
と
、
地
域
の
ワ
ク
ワ
ク

を
つ
な
げ
、
広
げ
る
地
域
づ
く
り
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

サロン交流会では参加者同士の意見交換も
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事務局からのお知らせ

本情報誌は、 厚生労働
省 令和３年度新型コ
ロナウイルス感染症セーフ
ティネット強化交付金の
助成を受けて作成してい
ます。

発行元：孤立させない地域づくりのためのつながり推進プロジェクト
　      https://www.tunagari-pj.net/
事務局：特定非営利活動法人 全国コミュニティライフサポートセンター
　　　　〒 981-0932 宮城県仙台市青葉区木町 16-30 シンエイ木町ビル 1F

　　　　　　　　　 TEL:022-727-8730　FAX: 022-727-8737

　　　　　　　　　 URL:https://www.clc-japan.com

　オンライン講座のご案内
本誌掲載の沖縄県沖縄市・泡瀬第三自治会の取り組みを学ぶ、オンライン講座を開催します。

泡瀬流・楽しい地域づくりの極意を体感しましょう。

コロナ禍でもつながりを諦めない　～ワクワクが広がる地域づくり～

日　　時：2022 年２月 21 日（月）11：00 ～ 12：00

開催方法：オンライン（Zoom）

参 加 費：無料

ゲ ス ト：泡瀬第三自治会 自治会長　仲眞 紀子さん

コメンテーター：（一社）釧路社会的企業創造協議会　代表理事　櫛部 武俊さん

　　　　　　　　　（「つながりを切らない」情報・交流ネットワーク　呼びかけ人）　

　コーディネーター：元 宝塚市社会福祉協議会 佐藤 寿一さん

　　　　　　　　　（「つながりを切らない」情報・交流ネットワーク　共同代表）

お申し込み方法：ホームページよりお申し込みください。https://www.tunagari-pj.net/case

アーカイブのご案内：本情報誌のバックナンバーやオンライン講座のアーカイブ映像は、ホーム

ページ（https://www.tunagari-pj.net/case）でご覧になれます。

　つながりＰＪ事業のご案内
「コロナ下の地域づくりをざっくばらんに考えよう！座談会」

地域共生社会の包括的な支援体制の構築に向けて、地域活動実践者や社会福祉協議会職員等がざっ

くばらんに考えや思いを語る座談会を開催します。

〇孤立を防ぐ！地域共生社会への包括的支援を考えよう

〇包括的相談⇔参加支援⇔地域づくり支援の関係性

〇鍵となる「参加支援」の本質とは

日　　時：第 1回目　2022 年 2 月 4 日（金）14：00 ～ 15：30

　　　　　　　　　　　メンバー：櫛部　武俊（釧路社会的企業創造協議会 代表理事）

　　　　　　　　　　　　　　　　森田　真希（NPO 法人地域の寄り合い所また明日 代表）

　　　　　　　　　　　　　　　　山本　信也（宝塚市社会福祉協議会 地域福祉部長）

　　　　　　　　　　　進　　行：凪　　保憲（淡路市社会福祉協議会 事務局長）

　　　　　　第 2回目　2022 年 2 月 24 日（木）10：30 ～ 12：00

　　　　　　　　　　　メンバー：塚本　秀一（社会福祉法人湘南学園 専務理事）

　　　　　　　　　　　　　　　　池谷　啓介（NPO 法人暮らしづくりネットワーク北芝 事務局長）

　　　　　　　　　　　　　　　　上村加代子（NPO 法人にしはらたんぽぽハウス 副理事長）

　　　　　　　　　　　進　　行：佐藤　寿一（元宝塚市社会福祉協議会 常務理事）

対　　象：包括的支援体制構築に取り組む支援団体・自治体等

参 加 費：無料（※要事前申込・入退室自由）
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